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まちの話題 in Miyakonojo

コ
ロ
ン
ビ
ア
共
和
国
で
の

貢
献
を
固
く
誓
う

食
と
音
楽
の
イ
ベ
ン
ト
で

都
城
を
熱
く
盛
り
上
げ
る

　市消防局の児玉徹主幹が3月20日、池田市長に
J
ジ ャ イ カ

ICAシニア海外ボランティア派遣への参加を報告し
ました。世界各地で発生する災害について、消防士
としての知識と経験を生かし、被害を軽減させたい
との思いを募らせた児玉主幹。池田市長は「健康に
留意して職責を果たしてほしい」と激励しました。

　本市が誇る「肉と焼酎」と音楽のコラボレーショ
ンイベント「O

ワ ン プ ラ ス ネ ー シ ョ ン

NE＋NATION」が３月21日、観音
池公園で開催され、人気アーティスト９組がステー
ジを熱く盛り上げました。さらに会場では、都城の
農畜産物や焼酎を堪能できる店舗が出店。来場者ら
は、食と音楽を満喫していました。

県
内
初
の
成
年
後
見
制
度

の
取
り
組
み

桜
咲
き
誇
る
春
の
都
城
路

を
駆
け
抜
け
る

　都城市成年後見ネットワーク会議が３月23日、成
年後見に関する資料をまとめたハンドブック「高齢
者・障がい者支援のためのハンドブック」の完成を
池田市長に報告しました。地域の成年後見制度に携
わる団体が合同でハンドブックを作るのは全国的に
も珍しく、県内初の取り組みです。

　春の恒例イベントとなった都城さくらマラソンが
３月25日、高城運動公園発着で開催されました。年
代ごとに設定された５kmや10km、ハーフの部な
どに市内外から約1,600人がエントリー。選手らは、
桜咲き誇る観音池公園や高城市街などを駆け抜けな
がら、健脚を競い合っていました。

不
戦
へ
の
誓
い
を
新
た
に

二
人
の
門
出
を
彩
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届

　都城市特別攻撃隊戦没者慰霊祭が４月６日、都島公
園内の旧陸軍墓地で開催されました。 参列者140人が
献花を行ったほか、大石紗

さ よ

世さん（山田中２年）が「多く
の人が戦争を知り、二度と戦争が起こらないよう、次
の世代につないでいくことが大切」とメッセージを読
み上げ、不戦への誓いを新たにしていました。

　本年度、市が新たに制作したオリジナル婚姻届を 
使って福元伸吾さん・ 綾香さん（下長飯町）が４月10
日、市民課で婚姻を届け出ました。都城にちなんだ牛・
豚・鶏と桜、アヤメなどで華やかな印象の婚姻届を手
に取り、「かわいらしいデザインなので、記念に２人で
写真を撮りました」と、はにかみながら話しました。
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今月の内容

02	 まちの話題

04

08	 第２次都城市総合計画（総合戦略）

10	 特定健診と生活習慣の改善

11	 家族の命を守る住宅用火災警報器

12	 きれいな水を未来へ残そう！

14	 消費者月間／企画展「まじないといのり」

15	 農業用廃プラスチックの収集日程

16	 人の風景

18	 INFORMATION（市からのお知らせ）

26	 行こうよ！　まるまる！／図書館だより

27	 美術館情報／施設紹介／
	 歴史探訪／伝承館だより

28	 盆地生まれの元気レシピ！

29	 国際交流員のひとりごと／わけもん通信／
	 今月のお便り

30	 みやこんじょ盛り上げ隊！／今月のプレゼント

31	 NPO通信／安全・安心情報／
	 番組紹介／現住人口／編集後記

都城もちお桜まつり
さくら福女優勝

子供らの頭上を
優雅に泳ぐこいのぼり

「母智丘神社の鈴を鳴らせ！
さくら福男・さくら福女」に、
昨年に続き２回目の参加で
す。前回の優勝に続いて、２
連覇の目標が達成できてうれ
しいです。桜並木は気持ちよ
く走ることができましたが、
後半の290段の階段上りがき
つかったです。

西中学校２年生

髙田　莉菜さん

まちかどインタビュー

　庄内川堤防のこいのぼりが、
5月12日㈯まで掲揚されていま
す。子どもらの健やかな成長
を願い、荘内商工会青年部が
取り組む恒例行事。色とりど
りのこいのぼりを一目見よう
と、多くの人が訪れていました。

今月の表紙

特集「自分らしく自立した日常生活を営むことができるまち」を目指して

日本一の弓のまちで繰り広げられた戦い
　第31回都城弓まつり全国弓道大会が３月24日・
25日、早水公園体育文化センターで開催されまし
た。全国の竹弓生産の大半を占める「日本一の弓
のまち・都城」を全国に発信し、弓道の普及のた
めに毎年開催される同大会。今年は、中学・高校
生の部と一般の部合わせて28都道府県から2,671
人が参加しました。選手らは静寂の中、的中を狙
い一射一射に集中していました。また、会場では
「都城大弓」の展示販売なども行われ、選手や観
客らでにぎわっていました。

県内初の４年制理学療法士養成学校の入学式
　学校法人都城コア学園の合同入学式が４月７
日、総合文化ホールで開催されました。このう
ち、県内初の４年制の理学療法士養成学校として
この春に開設された都城リハビリテーション学院
では、川内玲

れ な

奈さん（都城西高等学校出身）が入
学を宣誓。祖母が歩きにくくなったことをきっか
けに、サポートしたいと思いを強め、同学院の入
学を決意した川内さんは「学ぶべきことをしっか
り学び、やるべきことをしっかりやっていきたい」
と今後の決意を述べていました。
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こ
の
基
本
理
念
の
実
現
の
た
め
に
は
、

解
決
す
べ
き
課
題
の
明
確
化
と
と
も
に
、

高
齢
に
な
っ
て
も
、
可
能
な
限
り
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
や
介
護
、
介

護
予
防
、
住
ま
い
な
ど
で
自
立
し
た
日
常

生
活
の
支
援
が
提
供
で
き
る
体
制
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
な
ど
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
４
つ
の
重
点
課
題
と
対
応
】

①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
健
康
な
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
高
齢
者
の
増
加
を
図

る
た
め
に
は
、
介
護
予
防
と
重
度
化
防
止

の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
市
で
は
、
こ

け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座
や
自
立
支
援

型
地
域
ケ
ア
会
議
な
ど
に
継
続
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

②�

認
知
症
施
策
の
推
進
と
個
人
の�

尊
厳
の
保
持

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
の
意
思
が
尊

重
さ
れ
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

③
人
・
地
域
づ
く
り

　「
支
え
る
側
」と「
支
え
ら
れ
る
側
」
と

い
う
関
係
の
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
世
代
を

超
え
て
地
域
住
民
が
互
い
に
支
え
合
う
地

域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
が
有
す
る
能
力
に
応
じ
、
自
立
し
た
日

④
介
護
保
険
制
度
の
適
切
な
運
営

　
高
齢
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、

要
介
護
状
態
な
ど
の
軽
減
や
悪
化
防
止
な

ど
の
施
策
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
と
と
も

に
、
財
源
と
人
材
の
重
点
的
・
効
率
的
な

活
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

常
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
支
援
す
る

人
材
の
確
保
な

ど
に
努
め
、
自

立
支
援
や
介
護

予
防
に
関
す
る

普
及
啓
発
な
ど

に
も
努
め
ま
す
。

族
の
皆
さ
ん

が
、
早
期
か
ら

適
切
な
診
断
や

支
援
を
受
け
ら

れ
る
体
制
を
作

り
ま
す
。

第
７
期
事
業
計
画
で
明
確
に
し
た

課
題
と
対
応

　
市
で
は
介
護
給
付
費
適
正
化
の
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
で
元
気
に
活
躍
で
き
る
高
齢
者
を
増

や
す
た
め
、
第
７
期
計
画
で
明
確
に
し
た

重
点
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
、
介
護
給
付

費
の
増
加
を
抑
制
し
ま
す
。

介
護
給
付
費
適
正
化
の
取
り
組
み

都城市の目指す地域包括ケアシステムのイメージ

［ 住まい ］
自宅

サービス付き高齢者向け住宅など

老人クラブ、自治会
NPO、ボランティアなど

［ 医療 ］
かかりつけ医
急性期病院

リハビリ病院など
［ 介護 ］

施設・居住系サービス
在宅系サービス
介護予防サービス・地域包括支援センター

・ケアマネジャー

相談業務や
サービスの

コーディネートを
行います

医療機関・介護施
設などとの連携に
よる入退院の調整
や在宅生活の支援
など包括的かつ継
続的な支援の実施

ボランティア、
NPO、民間企業
など多様な主体
による買い物や
食事の提供など
の生活支援や地
域での見守り

認知症に対する市
民理解を深め、早
期発見・専門医療
機関への紹介を通
じた施策を実施

市内7カ所に設置
した地域包括支援
センターにおける
相談や関係機関と
の連携

※地域包括ケアシステムは、おおむね30
分以内に必要なサービスが提供される日
常生活圏域が単位です

［ 生活支援・介護予防 ］

通院・入院 通所・入所

第7期事業計画を策定。高齢者地域包括ケアシステムを推進！
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● 都城市の介護給付費の推移

540億円

560億円

7期
（2018～20）

8期
（2021～23）

9期
（2024～26）

保険料基準
月額予測
7,413円

保険料基準
月額

6,200円
このまま進むと…このまま進むと…

約552億円

約557億円

約532億円

（年度）

520億円

4万円

● デイサービス 受給者１人あたりの給付月額

6万円

8万円

10万円

全国 県内9市（平均） 都城市

約6.1万円

約7.8万円

約9.8万円

※平成29年2月現在

　
厚
生
労
働
省
の
将
来
推
計
に
よ
る

と
、
本
市
の
人
口
は
、
２
０
２
５
年

に
15
万
８
、８
２
４
人
に
減
少
す
る
一

方
で
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は

５
万
１
、６
６
０
人
（
高
齢
化
率
32・５
㌫
）

と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
こ
の
推
計
か
ら
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
の
増
加
と
と
も
に
介
護
給
付
費

の
増
加
が
推
測
さ
れ
、
こ
の
状
況
が
続
く

と
、
介
護
保
険
料
基
準
月
額
は
７
期
（
平

成
30
年
度
～
２
０
２
０
年
度
）
の
６
、

２
０
０
円
か
ら
、
９
期
（
２
０
２
４
～

２
０
２
６
年
度
）
で
は
７
、４
１
３
円
へ

と
上
が
る
見
込
み
で
す
。

　
本
市
で
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
人
の
割
合
が
多
い
こ
と
が
特
徴
と
し
て

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
29
年
２
月
現
在
の
受
給
者
１
人

当
た
り
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
月

額
に
つ
い
て
み
る
と
、
全
国
平
均
６
万 

１
、８
８
３
円
に
対
し
、
本
市
は
９
万 

８
、５
３
２
円
と
な
っ
て
い
て
、
約
３
万 

７
千
円
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県

内
９
市
の
平
均
７
万
８
、５
６
６
円
と
比

較
し
て
も
、約
２
万
円
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
増
え
続
け
る
介
護
ニ
ー
ズ
や
介
護
給
付

費
に
対
応
す
る
た
め
、
市
で
は
、
平
成
30

年
度
か
ら
２
０
２
０
年
度
ま
で
の
３
年
間

を
計
画
期
間
と
し
て
「
す
べ
て
の
市
民
が

住
み
慣
れ
た
場
所
で
、
自
分
ら
し
く
自
立

し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
」
を
基
本
理
念
に
、
２
０
２
５
年
を
見

据
え
た
第
７
期
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

進
む
高
齢
化
、

増
え
続
け
る
介
護
給
付
費

第
７
期
都
城
市
高
齢
者
福
祉
計
画

及
び
介
護
保
険
事
業
計
画

本
市
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴

　2025年、団塊の世代が75歳を迎え、介護の必要な人の増加が見込まれています。こ
の状況を踏まえ市では、平成30年３月に第７期都城市高齢者福祉計画及び介護保険事
業計画を策定。今回はその概要と、柱となる地域包括ケアシステムなどを紹介します。

「自分らしく自立した日常生活を
　営むことができるまち」を目指して

◎問い合わせ　介護保険課　☎23－2114

～高齢者地域包括ケアシステムを推進する第7期事業計画を策定！～
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こ
の
基
本
理
念
の
実
現
の
た
め
に
は
、

解
決
す
べ
き
課
題
の
明
確
化
と
と
も
に
、

高
齢
に
な
っ
て
も
、
可
能
な
限
り
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
や
介
護
、
介

護
予
防
、
住
ま
い
な
ど
で
自
立
し
た
日
常

生
活
の
支
援
が
提
供
で
き
る
体
制
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
な
ど
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
４
つ
の
重
点
課
題
と
対
応
】

①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
健
康
な
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
高
齢
者
の
増
加
を
図

る
た
め
に
は
、
介
護
予
防
と
重
度
化
防
止

の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
市
で
は
、
こ

け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座
や
自
立
支
援

型
地
域
ケ
ア
会
議
な
ど
に
継
続
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

②�

認
知
症
施
策
の
推
進
と
個
人
の�

尊
厳
の
保
持

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
の
意
思
が
尊

重
さ
れ
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

③
人
・
地
域
づ
く
り

　「
支
え
る
側
」と「
支
え
ら
れ
る
側
」
と

い
う
関
係
の
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
世
代
を

超
え
て
地
域
住
民
が
互
い
に
支
え
合
う
地

域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
が
有
す
る
能
力
に
応
じ
、
自
立
し
た
日

④
介
護
保
険
制
度
の
適
切
な
運
営

　
高
齢
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、

要
介
護
状
態
な
ど
の
軽
減
や
悪
化
防
止
な

ど
の
施
策
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
と
と
も

に
、
財
源
と
人
材
の
重
点
的
・
効
率
的
な

活
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

常
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
支
援
す
る

人
材
の
確
保
な

ど
に
努
め
、
自

立
支
援
や
介
護

予
防
に
関
す
る

普
及
啓
発
な
ど

に
も
努
め
ま
す
。

族
の
皆
さ
ん

が
、
早
期
か
ら

適
切
な
診
断
や

支
援
を
受
け
ら

れ
る
体
制
を
作

り
ま
す
。

第
７
期
事
業
計
画
で
明
確
に
し
た

課
題
と
対
応

　
市
で
は
介
護
給
付
費
適
正
化
の
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
で
元
気
に
活
躍
で
き
る
高
齢
者
を
増

や
す
た
め
、
第
７
期
計
画
で
明
確
に
し
た

重
点
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
、
介
護
給
付

費
の
増
加
を
抑
制
し
ま
す
。

介
護
給
付
費
適
正
化
の
取
り
組
み

都城市の目指す地域包括ケアシステムのイメージ

［ 住まい ］
自宅

サービス付き高齢者向け住宅など

老人クラブ、自治会
NPO、ボランティアなど

［ 医療 ］
かかりつけ医
急性期病院

リハビリ病院など
［ 介護 ］

施設・居住系サービス
在宅系サービス
介護予防サービス・地域包括支援センター

・ケアマネジャー

相談業務や
サービスの

コーディネートを
行います

医療機関・介護施
設などとの連携に
よる入退院の調整
や在宅生活の支援
など包括的かつ継
続的な支援の実施

ボランティア、
NPO、民間企業
など多様な主体
による買い物や
食事の提供など
の生活支援や地
域での見守り

認知症に対する市
民理解を深め、早
期発見・専門医療
機関への紹介を通
じた施策を実施

市内7カ所に設置
した地域包括支援
センターにおける
相談や関係機関と
の連携

※地域包括ケアシステムは、おおむね30
分以内に必要なサービスが提供される日
常生活圏域が単位です

［ 生活支援・介護予防 ］

通院・入院 通所・入所

第7期事業計画を策定。高齢者地域包括ケアシステムを推進！



7 MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2018.5

所得段階ごとの介護保険料一覧
所得段階 対象者 算定式 保険料額

第１段階
○生活保護受給者
○老齢福祉年金受給者
○世帯全員が市民税非課税で、本人の前年の年金収入額と合計
　所得の合計額が80万円以下

算定額
×0.50

年額　 37,200円
月額　　3,100円

（軽減後
×0.45）

年額　 33,480円
月額　　2,790円

第２段階
世帯全員が

市民税非課税

○ 本人の前年の年金収入額と合計所得金額の
合計額が80万円超120万円以下

算定額
×0.75

年額　 55,800円
月額　　4,650円

第３段階 ○ 本人の前年の課税対象年金収入額と 
合計所得金額の合計額が120万円超

算定額
×0.75

年額　 55,800円
月額　　4,650円

第４段階 本人が市民税
非課税で
世帯内に

市民税課税者が
いる人

○ 本人の前年の課税対象年金収入額と 
合計所得金額の合計額が80万円以下

算定額
×0.9

年額　 66,960円
月額　　5,580円

第５段階 ○�本人の前年の課税対象年金収入額と�
合計所得金額の合計額が80万円超 基準額 年額　�74,400円

月額　　6,200円

第６段階

本人が
市民税課税

○本人の前年の合計所得金額が
　120万円未満

算定額
×1.25

年額　 93,000円
月額　　7,750円

第７段階 ○本人の前年の合計所得金額が
　120万円以上200万円未満

算定額
×1.35

年額  100,440円
月額　　8,370円

第８段階 ○本人の前年の合計所得金額が
　200万円以上300万円未満

算定額
×1.55

年額  115,320円
月額　　9,610円

第９段階 ○本人の前年の合計所得金額が
　300万円以上400万円未満

算定額
×1.75

年額  130,200円
月額　 10,850円

第10段階 ○本人の前年の合計所得金額が
　400万円以上600万円未満

算定額
×1.85

年額  137,640円
月額　 11,470円

第11段階 ○本人の前年の合計所得金額が
　600万円以上800万円未満

算定額
×2.0

年額  148,800円
月額　 12,400円

第12段階 ○本人の前年の合計所得金額が
　800万円以上

算定額
×2.15

年額  159,960円
月額　 13,330円

本市の介護保険料の基準額
本人の前年の課税対象年金収入額と合計所得
金額合計が80万円を超える人の例

都城市で
必要な
介護保険
サービスの
総費用

65歳以上の
人の負担分
23％ 74,400円

都城市の
基準額

都城市に
住む

65歳以上の
人数

　65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
を
、
３
年
ご

と
に
見
直
し
て
い
ま
す
。

　介
護
保
険
料
は
、
今
後
３
年
間
に
本
市

で
必
要
な
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
総
費
用

か
ら
算
出
さ
れ
た
「
基
準
額
」を
も
と
に
、

そ
の
世
帯
の
収
入
や
所
得
に
応
じ
て
決
め

ら
れ
ま
す
。

　市
で
は
低
所
得
者
の
負
担
に
配
慮
し
な

が
ら
、
所
得
段
階
に
応
じ
た
保
険
料
を
設

定
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
４
月
か
ら

介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
し
た

第7期事業計画を策定。高齢者地域包括ケアシステムを推進！

6広報 都城 平成30年5月号

　
市
で
は
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
自
分
ら

し
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る

た
め
に
、次
の
取
り
組
み
な
ど
を
通
し
て
、

積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

●
こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座

　
平
成
26
年
度
か
ら
市
が
普
及
を
進
め
て

い
る
、
こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座
。

現
在
１
９
０
も
の
自
治
公
民
館
な
ど
で
、

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
開
催
し
て
い

ま
す
。
筋
力
強
化
な
ど
に
よ
る
介
護
予
防

に
加
え
、
地
域
の
高
齢
者
が
気
軽
に
集
え

る
憩
い
の
場
に
も
な
っ
て
い
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
自
立
支
援
型
地
域
ケ
ア
会
議

　
市
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
自
立
支
援

型
地
域
ケ
ア
会
議
を
開
催
。
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
作
成
す
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ

い
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
の
提
供
し

て
い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
、
利
用
者
の
自

立
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
な
ど
を
検

討
、
助
言
し
合
い
ま
す
。
会
議
に
は
、
薬

剤
師
や
管
理
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
、
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士

な
ど
の
専
門
職
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

【
助
言
に
よ
り
高
ま
る
効
果
】

①�

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
検
討
に
よ
り
、
利
用
者

の
自
立
に
つ
な
が
る
支
援
を
行
い
ま
す

②�

各
専
門
職
が
互
い
に
助
言
し
合
う
こ
と

で
、
介
護
に
関
わ
る
人
た
ち
の
資
質
向

上
を
図
り
ま
す

③�

自
立
を
支
援
し
、
高
齢
者
の
生
活
の
質

が
向
上
す
る
こ
と
で
、
介
護
保
険
給
付

費
を
低
減
し
、
介
護
保
険
料
の
上
昇
を

抑
制
し
ま
す

同
士
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
都
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
高
齢

者
の
皆
さ
ん
と
そ
の
役
割
。
豊
富
な
経
験

や
知
識
は
、
地
域
の
課
題
解
決
の
即
戦
力

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、今
回
策
定
し
た
、

第
７
期
都
城
市
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
介

護
保
険
事
業
計
画
は
、
元
気
な
高
齢
者
を

増
や
し
な
が
ら
、
世
代
を
超
え
て
地
域
住

民
が
と
も
に
支
え
合
う
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

　「
自
分
ら
し
く
自
立
し
た
日
常
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
都
城
」
を
実
現
す
る

た
め
に
、
市
で
は
、
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
ま
す
。

「
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
」を
実
現

す
る
自
立
支
援
の
取
り
組
み

●
認
知
症
カ
フ
ェ（
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
）

　
認
知
症
に
な
っ
た
ら
「
入
院
や
施
設
を

利
用
す
る
し
か
な
い
」
と
思
い
が
ち
で
す

が
、
家
族
や
地
域
の
支
え
が
あ
れ
ば
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し

く
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
み
や
こ
ん
じ
ょ
（
都

北
町
）
や
、わ
ら
い
の
ひ
ろ
ば
（
岩
満
町
）

で
は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
中
心

に
、
み
ん
な
が
楽
し
く
触
れ
合
い
な
が
ら

理
解
し
合
え
る
場
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
介
護
保
険
課
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
認
知
症
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

　「な
ご
み
会
」

　
都
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
認
知

症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
を
対
象

に
、
認
知
症
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
な

ご
み
会
」
を
開
催
。

　
介
護
に
役
立
つ
講
座
や
家
族
同
士
の
交

流
会
な
ど
を
通
し
て
、
認
知
症
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
日
頃
の
介
護
に

対
す
る
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
の
解
消
、
家
族

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
を
支
え
る

取
り
組
み

　
今
後
、
ま
す
ま
す
進
む
高
齢
化
。
現
状

の
ま
ま
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
多

く
、介
護
給
付
費
が
高
い
状
況
が
続
く
と
、

介
護
保
険
制
度
の
運
営
は
困
難
な
も
の
と

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
く
進
む
少
子
化
な
ど
の
影

響
に
よ
り
、
地
域
の
担
い
手
の
減
少
も
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

結
び
に

職員同士が助言し合うことが、
サービスの充実につながります

インタビュー

寄り添いながら、認知症の人や
その家族をサポートしています

　自宅で安全に過ごすための手段
である「リハビリ」を中心とした
デイサービスを提供しています。
職員同士と利用者がコミュニケー
ションを取りながら、生活に生か
せるリハビリを行うよう心掛けて
います。今後も、利用者に向き合
いながら、地域を支えていきます。

　認知症の人とその家族を支援す
るためには「地域で支える」とい
う視点が必要。私たちの活動を地
域の人に見て、体で感じてもらい
たいです。今後、さらに支援の輪
を広げながら、住民が一体となっ
て活躍できる地域社会を作ってい
きたいです。

リハビリテーション
ケアふる都城
管理者 原田 宗

む ね

幸
ゆ き

さん

オレンジカフェ
みやこんじょ
理事長 前田 薫さん

自立支援型地域ケア会議参加者

認知症カフェ主催



7 MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2018.5

所得段階ごとの介護保険料一覧
所得段階 対象者 算定式 保険料額

第１段階
○生活保護受給者
○老齢福祉年金受給者
○世帯全員が市民税非課税で、本人の前年の年金収入額と合計
　所得の合計額が80万円以下

算定額
×0.50

年額　 37,200円
月額　　3,100円

（軽減後
×0.45）

年額　 33,480円
月額　　2,790円

第２段階
世帯全員が

市民税非課税

○ 本人の前年の年金収入額と合計所得金額の
合計額が80万円超120万円以下

算定額
×0.75

年額　 55,800円
月額　　4,650円

第３段階 ○ 本人の前年の課税対象年金収入額と 
合計所得金額の合計額が120万円超

算定額
×0.75

年額　 55,800円
月額　　4,650円

第４段階 本人が市民税
非課税で
世帯内に

市民税課税者が
いる人

○ 本人の前年の課税対象年金収入額と 
合計所得金額の合計額が80万円以下

算定額
×0.9

年額　 66,960円
月額　　5,580円

第５段階 ○�本人の前年の課税対象年金収入額と�
合計所得金額の合計額が80万円超 基準額 年額　�74,400円

月額　　6,200円

第６段階

本人が
市民税課税

○本人の前年の合計所得金額が
　120万円未満

算定額
×1.25

年額　 93,000円
月額　　7,750円

第７段階 ○本人の前年の合計所得金額が
　120万円以上200万円未満

算定額
×1.35

年額  100,440円
月額　　8,370円

第８段階 ○本人の前年の合計所得金額が
　200万円以上300万円未満

算定額
×1.55

年額  115,320円
月額　　9,610円

第９段階 ○本人の前年の合計所得金額が
　300万円以上400万円未満

算定額
×1.75

年額  130,200円
月額　 10,850円

第10段階 ○本人の前年の合計所得金額が
　400万円以上600万円未満

算定額
×1.85

年額  137,640円
月額　 11,470円

第11段階 ○本人の前年の合計所得金額が
　600万円以上800万円未満

算定額
×2.0

年額  148,800円
月額　 12,400円

第12段階 ○本人の前年の合計所得金額が
　800万円以上

算定額
×2.15

年額  159,960円
月額　 13,330円

本市の介護保険料の基準額
本人の前年の課税対象年金収入額と合計所得
金額合計が80万円を超える人の例

都城市で
必要な
介護保険
サービスの
総費用

65歳以上の
人の負担分
23％ 74,400円

都城市の
基準額

都城市に
住む

65歳以上の
人数

　65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
を
、
３
年
ご

と
に
見
直
し
て
い
ま
す
。

　介
護
保
険
料
は
、
今
後
３
年
間
に
本
市

で
必
要
な
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
総
費
用

か
ら
算
出
さ
れ
た
「
基
準
額
」を
も
と
に
、

そ
の
世
帯
の
収
入
や
所
得
に
応
じ
て
決
め

ら
れ
ま
す
。

　市
で
は
低
所
得
者
の
負
担
に
配
慮
し
な

が
ら
、
所
得
段
階
に
応
じ
た
保
険
料
を
設

定
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
４
月
か
ら

介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
し
た

第7期事業計画を策定。高齢者地域包括ケアシステムを推進！



重点的に取り組む17 のプロジェクト
　総合戦略では、計画期間内に取り組む施策のうち、特に重点的に取り組む17の施策を重点プロジェクト
と位置付けました。

重点プロジェクト❶
農林畜産業の振興

重点プロジェクト❷
地場産品の
高付加価値化と販路拡大

地の利を活かして、雇用を創る
〜産業・雇用分野〜

人間力あふれるひとを育む
〜教育・国際化・協働分野〜

圏域の中心としての魅力を築く
〜都市機能・環境分野〜

行政経営の基本姿勢
〜行政経営分野〜

命とくらしを守る
〜安全・安心・健康分野〜

重点プロジェクト❸
地の利を活かした
拠点形成と企業立地

重点プロジェクト❹
企業等との
パートナーシップ強化

重点プロジェクト❾
すぐれた知性と
愛郷心の醸成

重点プロジェクト⓫
スポーツ施設整備と
競技力の向上

重点プロジェクト❿
グローバル化への対応と
国際化の推進

重点プロジェクト⓬
協働による
まちづくりの推進

重点プロジェクト❺
災害対策の強化

重点プロジェクト❻
地域医療体制の維持

重点プロジェクト❼
結婚・出産・
子育て支援の充実

重点プロジェクト❽
健康寿命の延伸

重点プロジェクト⓭
中心市街地の活性化

重点プロジェクト⓮
都城の魅力の発信と
観光誘客の促進

重点プロジェクト⓱
創造的改革の推進

重点プロジェクト⓰
広域連携の推進

しごと

ひと

行政
経営

くらし

まち

重点プロジェクト⓯
循環型社会の構築
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市の目指すまちの姿を実現する

第2次都城市総合計画（総合戦略）
を策定しました!

第
２
次
都
城
市
総
合
計
画

　
第
2
次
都
城
市
総
合
計
画
は
、
将
来
、

本
市
を
ど
の
よ
う
な
「
ま
ち
」
に
し
て
い

く
の
か
、
そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
を
、
総
合
的
・

体
系
的
に
ま
と
め
た
も
の
で「
基
本
構
想
」

と
「
総
合
戦
略
」
の
２
層
構
造
の
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
基
本
構
想
は
、
市
が
目
指
す
ま
ち
の
姿

や
都
市
目
標
像
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的

な
方
針
や
目
標
人
口
な
ど
を
示
す
、
長
期

の
視
点
に
立
っ
た
、
市
の
全
て
の
施
策
の

基
本
と
な
り
ま
す
。

　
総
合
戦
略
は
、
基
本
構
想
に
基
づ
い
て

取
り
組
む
べ
き
施
策
や
そ
の
方
向
性
、
優

先
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
対
応
す
る

た
め
の
17
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ま
と

め
た
も
の
で
す
。

総
合
戦
略
策
定
ま
で
の
経
過

　
総
合
戦
略
の
策
定
に
当
た
り
、
市
の
各

部
局
か
ら
選
任
し
た
リ
ー
ダ
ー
で
構
成
す

る
「
リ
ー
ダ
ー
会
議
」
と
、
関
係
団
体
か

ら
推
薦
を
受
け
た
人
や
一
般
公
募
委
員
30

人
で
構
成
し
た
「
第
２
次
都
城
市
総
合
計

画
策
定
市
民
委
員
会
」
を
設
置
。
協
議
を

重
ね
計
画
の
素
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
広

く
求
め
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
計
画
に
反

映
し
、
総
合
計
画
審
議
会
へ
の
諮
問
・
答

申
を
経
て
、総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。

詳
し
い
情
報
の
入
手
方
法

　
第
２
次
都
城
市
総
合
計
画（
基
本
構
想・

総
合
戦
略
）
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
第
２
次
都
城
総
合
計
画
を
簡
潔

に
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
総
合
政
策

課
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク

実
効
性
を
高
め
る
評
価
検
証

　
総
合
戦
略
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
計

画
と
は
異
な
り
、
目
標
を
達
成
す
る

た
め
の
指
標
「
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績

評
価
指
標
）」
を
設
定
。
こ
の
Ｋ
Ｐ

Ｉ
を
達
成
す
る
た
め
、
計
画
を
実
行

し
な
が
ら
、
毎
年
度
の
実
績
を
評
価

し
て
い
ま
す
。
改
善
点
を
検
証
し
、

次
の
年
度
の
計
画
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

　平成30年度から2021年度の４年間のまちづくりの方向性を示す総合戦略を策定しました。今回は、計画の
概要について紹介します。� ◎問い合わせ　総合政策課　☎23-7161

Plan
計画

Do
実行

Action
改善

Check
評価

KPI

第2次都城総合計画

8広報 都城 平成30年5月号
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協働による
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子育て支援の充実
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中心市街地の活性化

重点プロジェクト⓮
都城の魅力の発信と
観光誘客の促進

重点プロジェクト⓱
創造的改革の推進

重点プロジェクト⓰
広域連携の推進

しごと

ひと

行政
経営

くらし

まち

重点プロジェクト⓯
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逃
げ
遅
れ
を
防
ぎ
、家
族
の
命
を
守
る

住
宅
用
火
災
警
報
器

　
市
で
は
、
火
災
の
発
生
を
感
知
し
知
ら
せ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
発
生
時
の
逃
げ
遅
れ
を
防
ぎ
命
を
守
る
た
め
、
全
て

の
住
宅
へ
の
設
置
が
義
務
付
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
消
防
局
総
務
課
　
☎
22-

８
８
８
２

住
宅
火
災
で
失
わ
れ
る
命

　
全
国
で
起
き
た
平
成
28
年
の
出
火
件
数

の
う
ち
、
約
３
割
が
住
宅
火
災
で
す
。
住

宅
火
災
件
数
は
１
万
１
、３
５
４
件
で
、

亡
く
な
っ
た
人
は
９
０
０
人
を
超
え
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
約
70
㌫
が
65
歳
以
上
の

高
齢
者
で
す
。

「
逃
げ
遅
れ
」が
死
亡
要
因

　
住
宅
火
災
で
死
亡
し
た
理
由
を
み
る

と
、「
病
気
や
体
が
不
自
由
な
た
め
」や「
熟

睡
し
て
い
た
た
め
」
な
ど
、「
逃
げ
遅
れ
」

が
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
か
ら
28
年
の
３
年
間
に
お
け

る
、
失
火
を
原
因
と
し
た
住
宅
火
災
で
の

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果
を
分
析
し
た

と
こ
ろ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

て
い
た
場
合
は
、
設
置
し
て
い
な
か
っ
た

場
合
に
比
べ
、
死
者
数
は
約
４
割
減
少
。

こ
の
よ
う
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
は
、
火
災
発
生
時
の
死
亡
リ
ス
ク
の
低

減
に
確
実
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
○
検
マ
ー
ク
」表
示

「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」表
示

◉
申
請
期
間

６
月
１
日
㈮
～
平
成
31
年
２
月
28
日
㈭

◉
申
請
方
法

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
購
入
前
に
申
請

く
だ
さ
い

◦�

共
同
申
請
　
自
治
公
民
館
や
高
齢
者
ク

ラ
ブ
な
ど
の
団
体
で
申
請

◦�

個
別
申
請

◉
申
請
窓
口

消
防
局
総
務
課
、
南
消
防
署
（
菖
蒲
原

町
）、
北
消
防
署
（
高
木
町
）、
鷹
尾
分
署

（
鷹
尾
三
丁
目
）、
高
崎
分
署
（
高
崎
町
大

牟
田
）、
危
機
管
理
課
（
市
役
所
本
館
３

階
）、
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
各
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー

住宅火災100件当たりの死者数（出典消防庁）

「
逃
げ
遅
れ
」を
防
ぐ
に
は
、適
切
な
設
置

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、「
寝
室
」や「
寝

室
が
あ
る
階
段
の
上
部
」
に
設
置
し
ま
し

ょ
う
。
高
齢
者
や
、
目
や
耳
の
不
自
由
な

人
は
、
音
や
光
が
出
る
補
助
警
報
装
置
の

増
設
も
効
果
的
で
す
。

　
購
入
す
る
際
は
、
感
度
や
ブ
ザ
ー
の
音

量
な
ど
が
基
準
に
合
格
し
た
マ
ー
ク
が
付

い
た
製
品
を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

0.0

4.0

8.0

12.0

16.0

設置なし 設置あり

14.4人

8.8人

割ダウン

（人／火災100件）

住宅用火災警報器の効果

　現在、住宅に設置している
住宅用火災警報器は、月に１
回程度、点検ボタンを押すな
どして、定期的に作動確認を
行ってください。警報音や音
声が鳴れば正常です。
　電池の寿命は約10年です
が、機種や動作環境により異
なりますので、作動しないと
きは新しいものに取り替えま
しょう。

定期的な点検!
10年経ったら更新！

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
推
進
事
業

　
市
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
購

入
費
用
の
一
部
を
助
成
。
１
台
当
た
り

５
０
０
円
の
安
心
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し

ま
す
。

※
予
算
額
に
達
し
次
第
、
終
了

◉
対
象

市
に
住
民
票
が
あ
り
、
住
宅
に
警
報
器
を

新
た
に
設
置
す
る
、
ま
た
は
設
置
後
10
年

を
経
過
し
た
警
報
器
を
更
新
す
る
、
次
の

条
件
を
満
た
す
人

◦�

市
内
に
住
宅
ま
た
は
集
合
住
宅
を
所
有

し
て
い
る
人
ま
た
は
管
理
者

◦�

市
内
の
住
宅
ま
た
は
集
合
住
宅
に
居
住

し
て
い
る
人

※�

設
置
後
10
年
未
満
の
警
報
器
を
、
故
障

や
電
池
切
れ
な
ど
で
更
新
す
る
場
合
も

対
象

◉
対
象
機
器

市
の
指
定
し
た
指
定
事
業
者
（
取
扱
店
）

が
取
り
扱
う
、
次
の
い
ず
れ
か
の
表
示
が

あ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
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【
特
定
健
診
受
診
率
は
44・９
㌫
】

　
本
市
の
特
定
健
診
の
受
診
率
は
、
平
成

28
年
度
、
県
内
９
市
の
中
で
１
位
。
し
か

し
、
過
去
５
年
間
の
平
均
受
診
率
を
見
る

と
45・
８
㌫
と
対
象
者
の
半
分
以
上
の
人

が
受
診
し
て
い
な
い
状
況
で
、
国
が
定
め

る
目
標
値
60
㌫
を
達
成
し
て
い
ま
せ
ん
。

【
特
定
健
診
は
生
活
習
慣
病
予
防
の
第
一
歩
】

　
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
、
慢
性
腎
臓
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
の
な
い

ま
ま
進
行
し
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）。
自
分
の
体
の
状
況
を

知
り
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の
予
防
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
　
☎
23-

２
７
６
５

　
特
定
健
診
を
受
診
し
て
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
や
早
期
発
見
に
役
立
て
ま
し
ょ

う
。

　
な
お
、
こ
の
特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣

病
な
ど
で
通
院
中
の
場
合
も
受
診
で
き
、

重
症
化
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。
　

【
健
診
は
６
月
～
８
月
が
お
勧
め
】

　
例
年
、
９
・
10
月
は
受
診
者
が
多
い
た

め
、
受
診
結
果
の
通
知
に
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
受
診
者
の
少
な
い
６
月
か
ら
８
月

が
お
勧
め
で
す
。

【
健
診
結
果
で
見
直
す
生
活
習
慣
】

　
自
分
の
体
の
変
化
を
健
診
結
果
で
気
付

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　「
生
活
リ
ズ
ム
が
不
規
則
だ
っ
た
か
な
」

「
運
動
を
始
め
よ
う
か
な
」
な
ど
、
生
活

習
慣
の
見
直
し
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
、
看

護
師
な
ど
が
、
一
人
一
人
に
合
わ
せ
た
健

康
づ
く
り
を
お
手
伝
い
す
る「
保
健
指
導
」

を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

活
用
く
だ
さ
い
。

【
特
定
健
診
を
受
診
す
る
に
は
】

　
対
象
は
、
40
歳
か
ら
74
歳
で
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
が
対
象
で

す
。
対
象
者
に
は
、
５
月
末
ま
で
に
特
定

健
康
診
査
受
診
券
お
よ
び
問
診
票
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
問
診
票
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
受
診
券
と
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

●
受
診
期
間

　
６
月
１
日
㈮
～
10
月
31
日
㈬

●
受
診
場
所

　
指
定
の
医
療
機
関

●
検
査
項
目

　
身
長
や
体
重
、
腹
囲
、
血
圧
、
尿
検
査
、

血
液
検
査
ほ
か

※�

結
果
に
は
、eG

FR

値
（
糸
球
体
ろ
過

量
）
も
表
示

●
そ
の
他

　
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
も
、
特
定
健
診
と
同
じ

検
査
内
容
の
「
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
」

を
受
診
で
き
ま
す
。
受
診
す
る
際
に
、
昨

年
の
健
診
結
果
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※�

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
予
定
が
あ
る
人

や
、
６
カ
月
以
上
入
院
し
て
い
る
人
、

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
は
、
受
診
で

き
ま
せ
ん

▍

慢
性
腎
臓
病
を
防
ご
う▍

　
進
行
す
る
ま
で
自
覚
症
状
が
ほ
と

ん
ど
な
い
慢
性
腎
臓
病
は
、
重
症
化

す
れ
ば
命
に
も
関
わ
る
病
気
。
特
定

健
診
で
は
、
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検

査
と
年
齢
・
性
別
か
ら
、
腎
臓
の
働

き
を
推
測
す
る
数
値
「eG

FR

値
」

を
確
認
で
き
ま
す
。

　
腎
機
能
は
、
加
齢
と
と
も
に
低
下

し
ま
す
。む
く
み
や
息
切
れ
な
ど
は
、

腎
機
能
が
正
常
値
の
３
分
の
１
以
下

に
な
っ
て
か
ら
表
れ
や
す
い
症
状
で

す
。
自
覚
症
状
だ
け
で
判
断
せ
ず
、

特
定
健
診
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※�eG
FR

値
と
は
、
20
歳
の
時
の
腎

機
能
を
１
０
０
㌫
と
し
た
と
き
、

現
在
の
腎
機
能
が
何
％
あ
る
か
を

示
す
値

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
皆
さ
ん
へ

ま
ず
は
特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

そ
し
て
始
め
る
生
活
習
慣
の
改
善
！

0
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逃
げ
遅
れ
を
防
ぎ
、家
族
の
命
を
守
る

住
宅
用
火
災
警
報
器

　
市
で
は
、
火
災
の
発
生
を
感
知
し
知
ら
せ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
発
生
時
の
逃
げ
遅
れ
を
防
ぎ
命
を
守
る
た
め
、
全
て

の
住
宅
へ
の
設
置
が
義
務
付
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
消
防
局
総
務
課
　
☎
22-

８
８
８
２

住
宅
火
災
で
失
わ
れ
る
命

　
全
国
で
起
き
た
平
成
28
年
の
出
火
件
数

の
う
ち
、
約
３
割
が
住
宅
火
災
で
す
。
住

宅
火
災
件
数
は
１
万
１
、３
５
４
件
で
、

亡
く
な
っ
た
人
は
９
０
０
人
を
超
え
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
約
70
㌫
が
65
歳
以
上
の

高
齢
者
で
す
。

「
逃
げ
遅
れ
」が
死
亡
要
因

　
住
宅
火
災
で
死
亡
し
た
理
由
を
み
る

と
、「
病
気
や
体
が
不
自
由
な
た
め
」や「
熟

睡
し
て
い
た
た
め
」
な
ど
、「
逃
げ
遅
れ
」

が
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
か
ら
28
年
の
３
年
間
に
お
け

る
、
失
火
を
原
因
と
し
た
住
宅
火
災
で
の

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果
を
分
析
し
た

と
こ
ろ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

て
い
た
場
合
は
、
設
置
し
て
い
な
か
っ
た

場
合
に
比
べ
、
死
者
数
は
約
４
割
減
少
。

こ
の
よ
う
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
は
、
火
災
発
生
時
の
死
亡
リ
ス
ク
の
低

減
に
確
実
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
○
検
マ
ー
ク
」表
示

「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」表
示

◉
申
請
期
間

６
月
１
日
㈮
～
平
成
31
年
２
月
28
日
㈭

◉
申
請
方
法

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
購
入
前
に
申
請

く
だ
さ
い

◦�

共
同
申
請
　
自
治
公
民
館
や
高
齢
者
ク

ラ
ブ
な
ど
の
団
体
で
申
請

◦�

個
別
申
請

◉
申
請
窓
口

消
防
局
総
務
課
、
南
消
防
署
（
菖
蒲
原

町
）、
北
消
防
署
（
高
木
町
）、
鷹
尾
分
署

（
鷹
尾
三
丁
目
）、
高
崎
分
署
（
高
崎
町
大

牟
田
）、
危
機
管
理
課
（
市
役
所
本
館
３

階
）、
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
各
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー

住宅火災100件当たりの死者数（出典消防庁）

「
逃
げ
遅
れ
」を
防
ぐ
に
は
、適
切
な
設
置

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、「
寝
室
」や「
寝

室
が
あ
る
階
段
の
上
部
」
に
設
置
し
ま
し

ょ
う
。
高
齢
者
や
、
目
や
耳
の
不
自
由
な

人
は
、
音
や
光
が
出
る
補
助
警
報
装
置
の

増
設
も
効
果
的
で
す
。

　
購
入
す
る
際
は
、
感
度
や
ブ
ザ
ー
の
音

量
な
ど
が
基
準
に
合
格
し
た
マ
ー
ク
が
付

い
た
製
品
を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

0.0

4.0

8.0

12.0

16.0

設置なし 設置あり

14.4人

8.8人

割ダウン

（人／火災100件）

住宅用火災警報器の効果

　現在、住宅に設置している
住宅用火災警報器は、月に１
回程度、点検ボタンを押すな
どして、定期的に作動確認を
行ってください。警報音や音
声が鳴れば正常です。
　電池の寿命は約10年です
が、機種や動作環境により異
なりますので、作動しないと
きは新しいものに取り替えま
しょう。

定期的な点検!
10年経ったら更新！

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
推
進
事
業

　
市
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
購

入
費
用
の
一
部
を
助
成
。
１
台
当
た
り

５
０
０
円
の
安
心
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し

ま
す
。

※
予
算
額
に
達
し
次
第
、
終
了

◉
対
象

市
に
住
民
票
が
あ
り
、
住
宅
に
警
報
器
を

新
た
に
設
置
す
る
、
ま
た
は
設
置
後
10
年

を
経
過
し
た
警
報
器
を
更
新
す
る
、
次
の

条
件
を
満
た
す
人

◦�

市
内
に
住
宅
ま
た
は
集
合
住
宅
を
所
有

し
て
い
る
人
ま
た
は
管
理
者

◦�

市
内
の
住
宅
ま
た
は
集
合
住
宅
に
居
住

し
て
い
る
人

※�

設
置
後
10
年
未
満
の
警
報
器
を
、
故
障

や
電
池
切
れ
な
ど
で
更
新
す
る
場
合
も

対
象

◉
対
象
機
器

市
の
指
定
し
た
指
定
事
業
者
（
取
扱
店
）

が
取
り
扱
う
、
次
の
い
ず
れ
か
の
表
示
が

あ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
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都
城
の
地
下
水
環
境

　
都
城
盆
地
で
は
、
一
部
の
井
戸
で
高
濃

度
の
硝
酸
性
窒
素
が
検
出
さ
れ
た
り
、
地

下
水
位
が
低
下
し
た
り
な
ど
の
状
況
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

※�

硝
酸
性
窒
素
は
、
人
の
健
康
に
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
、
煮
沸
し
て
も

取
り
除
け
ま
せ
ん

一
人
一
人
が
で
き
る
取
り
組
み

　
従
来
の
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
や
単
独
処

理
浄
化
槽
で
は
、
生
活
排
水
を
未
処
理
の

ま
ま
放
流
す
る
た
め
、
河
川
の
水
質
を
悪

化
さ
せ
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

【
合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
制
度
】

　
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
や
単
独
処
理
浄
化

槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に
転
換
す
る
場

合
、
設
置
に
関
わ
る
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
環
境
政
策
課

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象

　
５
〜
10
人
槽
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
し
、次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
も
の
。

①
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
処
理
区

　
域
以
外
の
住
宅

②
個
人
住
宅
、ま
た
は
店
舗
併
用
住
宅（
延

　
べ
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が
住
居
に

　
使
用
さ
れ
る
建
物
）

※�

新
築
住
宅
（
建
て
売
り
住
宅
お
よ
び
注

文
住
宅
）
や
別
荘
、　
共
同
住
宅
、　
寄

宿
舎
お
よ
び
賃
貸
住
宅
は
対
象
外

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

④
県
が
指
定
す
る
浄
化
槽
設
置
者
講
習
を

　
受
講
し
て
い
る
人
が
工
事
を
行
う

⑤
工
事
業
者
が
宮
崎
県
浄
化
槽
工
事
の
登

　
録
業
者
で
あ
る

※�

予
算
額
に
達
し
次
第
締
め
切
り
。
建
て

替
え
の
場
合
は
、
補
助
対
象
と
な
る
か

必
ず
事
前
に
相
談
く
だ
さ
い

【
合
併
処
理
浄
化
槽
の
維
持
管
理
】

　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
機
能
を
守
る
た
め

に
、
保
守
点
検
や
清
掃
、
法
定
検
査
を
、

県
に
指
定
さ
れ
た
機
関
に
依
頼
し
、
必
ず

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　
都
城
盆
地
の
貴
重
な
水
資
源
で
あ
る
地
下
水
を
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
、
公
共
下
水
道

処
理
区
域
以
外
の
人
は
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
に
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
環
境
政
策
課
　
☎
23-

２
１
３
０

都
城
の
生
活
を
支
え
る「
地
下
水
」

地下水を守る
市の取り組み

トピック

　良好な地下水環境を守るた
め、市と近隣自治体が「都城
盆地地下水保全対策連絡協議会」を設立。都城
盆地の地下水の質的および量的な調査・研究を
宮崎大学と共同で進めています。
　また、県や関係自治体が「都城盆地硝酸性窒
素削減対策基本計画」を策定するとともに、「都
城盆地硝酸性窒素削減対策協議会」を設立し、
地下水環境保全に向けた次の対策に取り組んで
います。
●施肥対策　環境保全型の農業や適正施肥の推
進、化学肥料低減技術の導入など
●家畜排せつ物対策　野積みや素掘りなどの不
適切処理に対する指導など
●生活排水対策　単独処理浄化槽などから合併
処理浄化槽への転換促進

　これらの取り組みの成果により、都城盆地の
硝酸性窒素濃度の環境基準超過割合は減少傾向
にあり、環境省による平成28年度の調査で、全
国の環境基準超過割合（3.6％）とほぼ同じ水
準になりました。しかし、市内の地域の中では
水準より高い地域もあり、今後も引き続き対策
を進めていく必要があります。

　良好な水環境の保全が全国的に求められて
いる現在、自治体が行う水を守るための先進
的な取り組みを、内閣官房水循環政策本部が
流域水循環計画として29の計画を公表して
います。その一つに「都城盆地硝酸性窒素削
減対策基本計画」が認定されました。

都城盆地における硝酸性窒素濃度の基準値超過割合
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き
れ
い
な
水
を

未
来
へ
残
そ
う
！

　私
た
ち
の
大
切
な
都
城
盆
地
の
水
資
源
は
、
水
道
水
を
は
じ
め
さ
ま
ざ

ま
な
用
水
に
使
わ
れ
、
生
活
や
産
業
を
支
え
る
貴
重
な
循
環
資
源
で
す
。

限
り
あ
る
水
資
源
を
未
来
へ
残
す
た
め
、
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
や
合
併

処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
現
在
、
本
市
の
６
つ
の
公
共
下
水
道
処

理
区
は
、
２
、２
２
４・４
㌶
の
整
備
が
完

了
し
、
７
２
、０
１
０
人
分
の
下
水
道
処

理
が
可
能
で
す
。
そ
の
う
ち
下
水
道
に
接

続
し
て
い
る
割
合
（
＝
水
洗
化
率
）
は

43・６
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
の
役
割

●
河
川
の
水
質
を
改
善

　
家
庭
の
ト
イ
レ

や
台
所
、
風
呂

場
、
洗
面
所
な
ど

か
ら
出
さ
れ
る
生

活
排
水
や
工
場
排

水
を
、
下
水
処
理

場
で
浄
化
す
る
の

で
、
河
川
の
水
質

を
改
善
し
ま
す
。

●
悪
臭
や
害
虫
の
発
生
を
抑
制

　
生
活
排
水
や
工
場
排
水
が
道
路
の
側
溝

な
ど
を
流
れ
ず
に
処
理
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
ハ
エ
や
蚊
な
ど
の
害
虫
や
、
悪
臭
の

発
生
が
抑
え
ら
れ
、
衛
生
的
で
す
。

下
水
道
に
接
続
し
て

河
川
環
境
を
改
善
し
ま
し
ょ
う

　
今
回
、
新
し
く
下
水
道
の
供
用
を
開
始

し
た
区
域
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
該
当
区

域
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
速
や
か
に
下
水

道
へ
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す
で

に
下
水
道
供
用
区
域
に
住
ん
で
い
て
未
接

続
の
人
も
、早
め
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

【
新
し
く
供
用
を
開
始
し
た
区
域
】

都
北
町
、
年
見
町
、
吉
尾
町
、
志
比
田
町

の
各
一
部

【
平
成
30
年
度
供
用
開
始
予
定
区
域
】

吉
尾
町
、
郡
元
町
の
各
一
部

接
続
工
事
は
指
定
工
事
店
で
！

　
接
続
工
事
は
、
必
ず
市
の
指
定
工
事
店

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。指
定
工
事
店
は
、

工
事
後
に
不
具
合
が
生
じ
な
い
よ
う
、
排

水
設
備
の
構
造
な
ど
の
細
か
な
点
ま
で
市

の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
指
定
工
事
店

以
外
は
、
適
切
な
工
事
を
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
生
活
排
水
を
未
処
理
の
ま
ま
放
流
す
る
と
、
河
川
の
水
質
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
下
水

道
に
接
続
し
て
、
河
川
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
　
☎
23-

５
９
２
１

河
川
環
境
を
改
善
す
る「
下
水
道
」

12広報 都城 平成30年5月号



都
城
の
地
下
水
環
境

　
都
城
盆
地
で
は
、
一
部
の
井
戸
で
高
濃

度
の
硝
酸
性
窒
素
が
検
出
さ
れ
た
り
、
地

下
水
位
が
低
下
し
た
り
な
ど
の
状
況
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

※�

硝
酸
性
窒
素
は
、
人
の
健
康
に
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
、
煮
沸
し
て
も

取
り
除
け
ま
せ
ん

一
人
一
人
が
で
き
る
取
り
組
み

　
従
来
の
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
や
単
独
処

理
浄
化
槽
で
は
、
生
活
排
水
を
未
処
理
の

ま
ま
放
流
す
る
た
め
、
河
川
の
水
質
を
悪

化
さ
せ
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

【
合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
制
度
】

　
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
や
単
独
処
理
浄
化

槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に
転
換
す
る
場

合
、
設
置
に
関
わ
る
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
環
境
政
策
課

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象

　
５
〜
10
人
槽
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
し
、次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
も
の
。

①
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
処
理
区

　
域
以
外
の
住
宅

②
個
人
住
宅
、ま
た
は
店
舗
併
用
住
宅（
延

　
べ
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が
住
居
に

　
使
用
さ
れ
る
建
物
）

※�

新
築
住
宅
（
建
て
売
り
住
宅
お
よ
び
注

文
住
宅
）
や
別
荘
、　
共
同
住
宅
、　
寄

宿
舎
お
よ
び
賃
貸
住
宅
は
対
象
外

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

④
県
が
指
定
す
る
浄
化
槽
設
置
者
講
習
を

　
受
講
し
て
い
る
人
が
工
事
を
行
う

⑤
工
事
業
者
が
宮
崎
県
浄
化
槽
工
事
の
登

　
録
業
者
で
あ
る

※�

予
算
額
に
達
し
次
第
締
め
切
り
。
建
て

替
え
の
場
合
は
、
補
助
対
象
と
な
る
か

必
ず
事
前
に
相
談
く
だ
さ
い

【
合
併
処
理
浄
化
槽
の
維
持
管
理
】

　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
機
能
を
守
る
た
め

に
、
保
守
点
検
や
清
掃
、
法
定
検
査
を
、

県
に
指
定
さ
れ
た
機
関
に
依
頼
し
、
必
ず

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　
都
城
盆
地
の
貴
重
な
水
資
源
で
あ
る
地
下
水
を
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
、
公
共
下
水
道

処
理
区
域
以
外
の
人
は
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
に
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
環
境
政
策
課
　
☎
23-

２
１
３
０

都
城
の
生
活
を
支
え
る「
地
下
水
」

地下水を守る
市の取り組み

トピック

　良好な地下水環境を守るた
め、市と近隣自治体が「都城
盆地地下水保全対策連絡協議会」を設立。都城
盆地の地下水の質的および量的な調査・研究を
宮崎大学と共同で進めています。
　また、県や関係自治体が「都城盆地硝酸性窒
素削減対策基本計画」を策定するとともに、「都
城盆地硝酸性窒素削減対策協議会」を設立し、
地下水環境保全に向けた次の対策に取り組んで
います。
●施肥対策　環境保全型の農業や適正施肥の推
進、化学肥料低減技術の導入など
●家畜排せつ物対策　野積みや素掘りなどの不
適切処理に対する指導など
●生活排水対策　単独処理浄化槽などから合併
処理浄化槽への転換促進

　これらの取り組みの成果により、都城盆地の
硝酸性窒素濃度の環境基準超過割合は減少傾向
にあり、環境省による平成28年度の調査で、全
国の環境基準超過割合（3.6％）とほぼ同じ水
準になりました。しかし、市内の地域の中では
水準より高い地域もあり、今後も引き続き対策
を進めていく必要があります。

　良好な水環境の保全が全国的に求められて
いる現在、自治体が行う水を守るための先進
的な取り組みを、内閣官房水循環政策本部が
流域水循環計画として29の計画を公表して
います。その一つに「都城盆地硝酸性窒素削
減対策基本計画」が認定されました。

都城盆地における硝酸性窒素濃度の基準値超過割合
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農業用 は、プ ラ廃

　廃ポリフィルムや廃ビニールなどの農業用廃プラスチックは「産業廃棄物」であるため、適正に処理するよ
う法律によって義務付けられています。不法焼却や不法投棄をすると、５年以下の懲役、または1,000万円以
下の罰金が科せられます。
　また、被覆資材や収穫後の使用済み農業用廃プラスチックなどは、強風で飛散しないよう注意しましょう。

◎ 問い合わせ　都城市農業用廃プラスチック適正処理対策推進協議会（農産園芸課内）　☎23-2425

ポリフィルムなどのリサイクル収集日程
肥料袋、ベーラーラップ、暖房用ダクト、ＰＯ系フィルム、谷シート、ポリポット、ポリマルチ、かん水チューブ、
飼料用結束バンド、不織布など

日　　　程 収　　集　　場　　所 収集時間
  5月 10日㈭、24日㈭ 都城北諸地区清掃公社　都北営業所

（三股町大字蓼池4439番地１） 14：00〜16：00  6月   7日㈭、21日㈭

  7月

12日㈭
24日㈫ ＪＡ都城　中郷集荷所（梅北町3366番地２）

  9：00〜16：0025日㈬ アグリセンター都城　高城農産センター
（高城町有水2918番地２）

26日㈭ アグリセンター都城　山田農産センター
（山田町山田2481番地）

  8月   9日㈭

都城北諸地区清掃公社　都北営業所 14：00〜16：00  9月 13日㈭、27日㈭
10月 11日㈭、25日㈭
11月   8日㈭、22日㈭

12月

  4日㈫ ＪＡ都城　中郷集荷所
  9：00〜16：00  5日㈬ アグリセンター都城　高城農産センター

  6日㈭ アグリセンター都城　山田農産センター
20日㈭

都城北諸地区清掃公社　都北営業所 14：00〜16：00  1月 10日㈭
  2月   7日㈭、21日㈭
  3月   7日㈭、20日㈬

●費用：１㎏あたり22円68銭（現金にて徴収）

塩化ビニールのリサイクル収集日程
「農ビ」の表示がある透明な塩化ビニール（ハウスビニールなど）

  8月
21日㈫ ＪＡ都城　中郷集荷所

13：30〜16：00

22日㈬ アグリセンター都城　高城農産センター
23日㈭ アグリセンター都城　山田農産センター

  1月
22日㈫ ＪＡ都城　中郷集荷所
23日㈬ アグリセンター都城　高城農産センター
24日㈭ アグリセンター都城　山田農産センター

●費用：１㎏あたり６円48銭（現金にて徴収）

◎収集時の注意事項
１�　黒いサイロビニール、ブルーシート、セルトレイ、育苗箱、農薬ビン、ハウスバンドなどは収集しません。産業
廃棄物処理業者に直接、持ち込んでください
２�　初めての人は、委任状作成のため印鑑（スタンプ式を除く）を持参ください
３�　よく乾燥させ、同種の資材で縛ってから搬出してください
◎ デポジット券の残高のある人には、県農業用廃プラスチック適正処理対策推進協議会より通知・返還を行っています。
詳しくは農産園芸課まで問い合わせください。

焼かない 捨てない リサイクル!

〈
切
り
取
り
線
〉

保存版

強風時の飛散防止をしっかりと！収穫後に長期間放置しないようにしましょう！！
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増
加
す
る
消
費
生
活
相
談

　
市
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
昨
年

度
、
５
９
０
件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

て
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
相
談
内
容

は
、
多
い
順
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
通
信

に
関
す
る
相
談
が
１
４
６
件
、
多
重
債
務

や
借
金
に
関
す
る
相
談
が
90
件
、
悪
質
商

法
に
関
す
る
相
談
が
48
件
、
不
動
産
に
関

す
る
相
談
が
32
件
、
保
険
に
関
す
る
相
談

が
７
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

架
空
請
求
に
注
意
！

　
昨
年
度
、
は
が
き
を
使
っ
た
架
空
請
求

が
全
国
的
に
多
発
。
現
在
も
、
毎
日
の
よ

う
に
市
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
手
口
は
、
公
的
機
関
を
装
い
訴
訟

や
財
産
の
差
し
押
さ
え
、
最
終
告
知
な
ど

強
い
文
面
で
連
絡
を
取
る
よ
う
迫
っ
て
き

ま
す
。
連
絡
を
取
る
と
、
住
所
や
氏
名
、

連
絡
先
な
ど
を
聞
き
出
さ
れ
、
さ
ら
に
請

求
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
絶
対

に
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

早
め
の
相
談
が
問
題
解
決
の
第
一
歩

　
市
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
費

者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
た
り
、
問
題
解
決

の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
ら
、
一
人

で
悩
ま
ず
、
早
め
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

「
と
も
に
築
こ
う

豊
か
な
消
費
社
会
～
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
～
」

５
月
は
全
国
消
費
者
月
間
で
す
！

　
こ
の
機
会
に
、
自
分
の
消
費
行
動
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
☎
23-

７
１
５
４
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相談件数の推移

架
空
請
求
関
連
（
件
）

相
談
総
数
（
件
）

架空請求に関する相談 消費生活相談件数

　
地
震
が
起
き
た
と
き
や
雷
が
鳴
っ
た
と

き
、
あ
る
い
は
食
べ
物
が
た
く
さ
ん
取
れ

た
と
き
な
ど
昔
の
人
は
何
を
考
え
た
の
で

し
ょ
う
か
。
技
術
や
道
具
は
発
達
し
て

も
、
ま
じ
な
い
を
し
た
り
い
の
り
を
捧
げ

た
り
す
る
気
持
ち
は
昔
も
今
も
変
わ
ら
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
時
代
に
よ
っ
て

移
り
変
わ
る
人
々
の
ま
じ
な
い
や
い
の
り

の
様
子
を
展
示
物
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。

【
展
示
の
内
容
】

●
縄
文
時
代
　

石
の
剣
を
使
っ
て
儀
式
を
取
り
仕
切
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
弥
生
時
代

引
っ
越
し
の
時
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
儀
式
が

行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

●
平
安
時
代
　

陰お
ん

陽み
ょ
う

道ど
う

に
関
す
る
儀
式
が
都
城
で
も
行
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

●
江
戸
時
代

田
ん
ぼ
を
見
守
る
神
様
（
田
の
神
）
が
多

く
ま
つ
ら
れ
ま
し
た
。

　
太
古
の
人
々
が
何
を
思
い
、
何
を
考
え
、
生
き
た
の
か
。
ま
じ
な
い
や
い
の
り
の
形
か
ら

都
城
の
歴
史
を
紹
介
す
る
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
文
化
財
課
　
☎
23-

９
５
４
７

縄文時代の儀式の様子（「絵本 都城の
歴史」より）� イラスト：早川和子

●
会
期

9
月
2
日
㈰
ま
で

※�

月
曜
日
休
館
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
そ
の
翌
日
）

●
会
場
　
都
城
歴
史
資
料
館

●
入
館
料

大
人
２
１
０
円
、
高
校
生
１
６
０
円
、

小
・
中
学
生
１
０
０
円

※
20
人
以
上
は
団
体
料
金

住居廃棄に伴う儀式
で割られた土器

都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展

「
ま
じ
な
い
と
い
の
り
」

〈
切
り
取
り
線
〉
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農業用 は、プ ラ廃

　廃ポリフィルムや廃ビニールなどの農業用廃プラスチックは「産業廃棄物」であるため、適正に処理するよ
う法律によって義務付けられています。不法焼却や不法投棄をすると、５年以下の懲役、または1,000万円以
下の罰金が科せられます。
　また、被覆資材や収穫後の使用済み農業用廃プラスチックなどは、強風で飛散しないよう注意しましょう。

◎ 問い合わせ　都城市農業用廃プラスチック適正処理対策推進協議会（農産園芸課内）　☎23-2425

ポリフィルムなどのリサイクル収集日程
肥料袋、ベーラーラップ、暖房用ダクト、ＰＯ系フィルム、谷シート、ポリポット、ポリマルチ、かん水チューブ、
飼料用結束バンド、不織布など

日　　　程 収　　集　　場　　所 収集時間
  5月 10日㈭、24日㈭ 都城北諸地区清掃公社　都北営業所

（三股町大字蓼池4439番地１） 14：00〜16：00  6月   7日㈭、21日㈭

  7月

12日㈭
24日㈫ ＪＡ都城　中郷集荷所（梅北町3366番地２）

  9：00〜16：0025日㈬ アグリセンター都城　高城農産センター
（高城町有水2918番地２）

26日㈭ アグリセンター都城　山田農産センター
（山田町山田2481番地）

  8月   9日㈭

都城北諸地区清掃公社　都北営業所 14：00〜16：00  9月 13日㈭、27日㈭
10月 11日㈭、25日㈭
11月   8日㈭、22日㈭

12月

  4日㈫ ＪＡ都城　中郷集荷所
  9：00〜16：00  5日㈬ アグリセンター都城　高城農産センター

  6日㈭ アグリセンター都城　山田農産センター
20日㈭

都城北諸地区清掃公社　都北営業所 14：00〜16：00  1月 10日㈭
  2月   7日㈭、21日㈭
  3月   7日㈭、20日㈬

●費用：１㎏あたり22円68銭（現金にて徴収）

塩化ビニールのリサイクル収集日程
「農ビ」の表示がある透明な塩化ビニール（ハウスビニールなど）

  8月
21日㈫ ＪＡ都城　中郷集荷所

13：30〜16：00

22日㈬ アグリセンター都城　高城農産センター
23日㈭ アグリセンター都城　山田農産センター

  1月
22日㈫ ＪＡ都城　中郷集荷所
23日㈬ アグリセンター都城　高城農産センター
24日㈭ アグリセンター都城　山田農産センター

●費用：１㎏あたり６円48銭（現金にて徴収）

◎収集時の注意事項
１�　黒いサイロビニール、ブルーシート、セルトレイ、育苗箱、農薬ビン、ハウスバンドなどは収集しません。産業
廃棄物処理業者に直接、持ち込んでください
２�　初めての人は、委任状作成のため印鑑（スタンプ式を除く）を持参ください
３�　よく乾燥させ、同種の資材で縛ってから搬出してください
◎ デポジット券の残高のある人には、県農業用廃プラスチック適正処理対策推進協議会より通知・返還を行っています。
詳しくは農産園芸課まで問い合わせください。

焼かない 捨てない リサイクル!

〈
切
り
取
り
線
〉

保存版

強風時の飛散防止をしっかりと！収穫後に長期間放置しないようにしましょう！！

15 MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2018.5



　
３
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
キ
ャ
ン
パ

ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
全
国
大
会
で
、

宮
崎
大
学
工
学
部
４
年
生
（
当
時
）
の
木

下
大
輔
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
が
、
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
部
門
大
賞
の
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ

は
、
大
学
や
大
学
院
な
ど
の
学
生
に
、
新

技
術
な
ど
を
軸
に
創
造
的
で
革
新
的
な
事

業
プ
ラ
ン
を
競
い
合
う
場
を
提
供
し
、
日

本
の
次
代
を
担
う
若
者
の
育
成
と
新
産
業

の
創
造
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

　
木
下
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
は
、
宮
崎
大
学

産
学
・
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
受

け
「
障
が
い
者
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
を
発
表
。
木
下
さ
ん
は
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
メ
ン
バ
ー
を
ま
と
め
、

全
国
大
会
で
見
事
、
栄
誉
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。「
全
国
制
覇
を
目
標
に
、
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
っ
た
。
目
標
を
達
成
で
き
て

う
れ
し
か
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

　「
障
が
い
者
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
は
、
障
が
い
者
が
航
空
券
な

ど
を
予
約
す
る
際
に
求
め
ら
れ
る
障
が
い

の
情
報
を
事
前
に
登
録
し
、
手
続
き
の
手

間
を
省
く
シ
ス
テ
ム
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

考
案
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
自

身
の
留
学
と
東
京
旅
行
で
の
体
験
で
し
た
。

　
１
０
０
㍍
車
椅
子
陸
上
で
日
本
２
位
の

実
力
を
誇
る
木
下
さ
ん
は
、
宮
崎
大
学
国

際
連
携
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
受
け
、
技
術

を
高
め
る
た
め
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
５
カ

月
間
留
学
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
障
が
い

を
強
み
に
変
え
る
人
々
の
姿
を
目
の
当
た

り
に
し
、
そ
れ
ま
で
持
っ
て
い
た
「
障
が

い
を
逃
げ
に
使
わ
な
い
」
と
い
う
自
分
の

考
え
を
確
信
に
変
え
、
障
が
い
者
対
象
の

ビ
ジ
ネ
ス
の
起
業
を
決
意
し
ま
し
た
。
そ

の
後
東
京
旅
行
で
、
空
港
や
駅
で
の
必
要

な
サ
ポ
ー
ト
内
容
を
毎
回
聞
か
れ
た
経
験

か
ら
「
手
続
き
を
簡
略
化
で
き
な
い
か
」

と
思
い
付
き
、
仲
間
と
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
ま
し
た
。　

　
今
後
は
、
起
業
家
と
ア
ス
リ
ー
ト
の
両

立
を
目
指
す
木
下
さ
ん
。「
東
京
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指
し
、
挑
戦
し
て
い

き
た
い
。
そ
の
姿
が
多
く
の
人
の
背
中
を

押
せ
れ
ば
う
れ
し
い
。
ま
た
起
業
家
と
し

て
も
、
障
が
い
が
あ
る
か
ら
、
地
方
に
い

る
か
ら
で
き
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
崩

し
て
い
き
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

人の風景s m i l i n g  f a c e s  o f  m i y a k o n o j o

キャンパスベンチャーグランプリ
全国大会　
文部科学大臣賞受賞

（宮崎市在住／高崎町縄瀬出身）

木
き

下
し た

 大輔さん

仲間と受賞を喜ぶ木下さん
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自
身
の
経
験
を
生
か
し

人
々
の
背
中
を
押
す

活
動
に
取
り
組
む
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INFORMATION 申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

家庭用プラスチック製品は燃やせるごみです

Ｍ
Ｊ
一
押
し
プ
ロ
グ
ラ
ム

ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ「
ジ
ャ
パ
ン・ツ
ア
ー

２
０
１
８
」

　
日
本
ツ
ア
ー
を
展
開
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー

ズ
の
４
年
ぶ
り
の
都
城
公
演
で
す
。

◉
日
時
　８
月
25
日
㈯
　
17
時
～

◉
場
所

総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
料
金

５
、５
０
０
円

※
一
般
発
売
中

問
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
☎
23-

７
１
４
０

関
之
尾
む
か
え
び
と
の
会

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

◉
日
時
　
５
月
20
日
㈰
　
８
時
45
分
～

◉
集
合
場
所
　
北
前
公
園

◉
対
象
・
定
員
　
小
学
生
以
上
・
50
人

※
申
し
込
み
順

◉
費
用
　
１
、２
０
０
円
（
保
険
料
、
昼

食
代
含
む
）

◉
そ
の
他
　
飲
み
物
や
タ
オ
ル
な
ど
を
持

参
し
、
運
動
の
し
や
す
い
服
装
で
参
加

問
　
関
之
尾
緑
の
村

　
　
　
☎
37-

２
９
２
９

講
座
・
教
室

生
涯
学
習
課
主
催
の
教
室

【
よ
か・余
暇・楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
】

　
５
人
以
上
で
開
催
。
冷
暖
房
費
や
教
材

費
は
別
途
必
要
で
す
。

◉
学
習
料
　
１
回
５
５
０
円
～
８
０
０
円

※
人
数
で
決
定
。
初
回
に
２
回
分
を
納
入

◉
日
時
・
場
所

初
心
者
で
も
で
き
る
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

毎
月
第
２・４
火
曜
日
　
10
時
～
12
時

小
松
原
地
区
公
民
館

【
き
ら
り
楽
習
教
室
】

　
７
人
以
上
で
開
催
し
ま
す
。

◉
日
時
・
場
所
・
費
用
・
持
参
す
る
も
の

イ
ス
に
座
っ
て
で
き
る
や
さ
し
い
ヨ
ガ（
全
６
回
）

毎
月
第
２・
４
木
曜
日
（
６
／
14
㈭
～
８
／

23
㈭
）　
10
時
～
11
時
　
祝
吉
地
区
公
民
館

３
、３
０
０
円
　
タ
オ
ル
や
飲
み
物

問
　
５
月
25
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習
課

　
　
　
☎
23-

９
５
４
５

民
踊
講
習
会

　
民
踊
に
興
味
の
あ
る
人
や
祭
り
で
踊
り

た
い
人
、
体
を
動
か
し
た
い
人
な
ど
、
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◉
日
時
　
５
月
20
日
㈰
　

　
　
　
　
13
時
10
分
～
15
時
30
分

◉
場
所
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

◉
受
講
料
　
５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

※�

学
生
お
よ
び
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成

講
座
を
受
講
中
の
人
は
３
０
０
円

問
　
都
城
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

（
井
上
）　
☎
25-

５
７
０
５

応
急
手
当
講
習
（
無
料
）

◉
日
時
　
５
月
25
日
㈮
　
10
時
～
10
時
45
分

◉
場
所
　
消
防
局
（
菖
蒲
原
町
）

◉
対
象
　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す

る
18
歳
以
上
の
人

◉
定
員
　
20
人
　
※
申
し
込
み
順

問
　
消
防
局
警
防
救
急
課

　
　
　
☎
22-

８
８
８
３

この他、さまざまな行事を開催して
います。詳しくは、子育て支援セン
ターのホームページを確認ください。

都城市子育て世代活動支援センター（ぷれぴか）� ☎36-5858
山之口地域子育て支援センター� ☎57-3298
山田地域子育て支援センター� ☎64-3171
東部地域子育て支援センター�エンゼル� ☎26-9587
高崎地域子育て支援センター�たんぽぽ� ☎62-0027

◉日時	 ５月18日㈮　10：00～12：00
◉場所	山田中央保育所ランチルーム
◉定員	５組　※申し込み順
◉持参するもの　エプロン、三角巾、飲み物、はしなど

子育て支援センター行事

　山田地域子育て
支援センターでは、
九州電力の出前講
座「ＩＨ調理器を
使ったクッキング
教室」を年４回開
催します。ぜひ、
お越しください。

今月のオススメ！「ＩＨ調理器でクッキング」
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■マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できます。
　（6：30〜23：00）

家庭用プラスチック製品は燃やせるごみです

募
　集

合
同
金
婚
式

　
10
月
16
日
㈫
に
合
同
金
婚
式
を
開
催
し

ま
す
。
次
の
条
件
を
満
た
す
夫
婦
は
、
参

加
を
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◉
対
象

①�

昭
和
43
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和
44
年
３

月
31
日
ま
で
に
結
婚
し
た
市
内
在
住
の

夫
婦

②�

結
婚
後
50
年
以
上
経
過
し
、
今
ま
で
に

市
（
合
併
前
も
含
む
）
の
主
催
す
る
金

婚
の
祝
い
を
受
け
て
い
な
い
人

問
　
５
月
25
日
㈮
ま
で
に
福
祉
課

　
　
　
☎
23-

３
１
０
２

高
崎
町
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

祭
参
加
チ
ー
ム

　
４
人
制
の
ミ
ニ
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
ほ
か
、
田

ん
ぼ
フ
ラ
ッ
グ
や
抽
選

会
な
ど
が
行
わ
れ
ま

す
。

◉
日
時
　
６
月
17
日
㈰
　

９
時
～

◉
場
所
　
高
崎
小
学
校
南
側
田
ん
ぼ

◉
募
集
チ
ー
ム
　
一
般
24
チ
ー
ム
、
混
成

24
チ
ー
ム
、
女
子
12
チ
ー
ム

◉
参
加
料�

　
１
チ
ー
ム
７
千
円

問
　
５
月
７
日
㈪
～
31
日
㈭
に
高
崎
総

合
体
育
館
　
☎
62-

４
４
４
８

催
　し

都
城
島
津
邸
さ
つ
き
展

　
サ
ツ
キ
や
山
野
草
な
ど
約
40
鉢
を
展
示

し
ま
す

◉
日
時
　
５
月
17
日
㈭
～
５
月
20
日
㈰

◉
場
所
　
都
城
島
津
邸
本
宅

◉
本
宅
観
覧
料
　
小
学
生
以
上
１
０
０
円

問
　
都
城
島
津
邸
　
☎
23-

２
１
１
６

都
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー
開
設
記
念

講
演
会
（
無
料
）

◉
日
時
　
５
月
19
日
㈯
　
14
時
～

◉
場
所
　
都
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
中
心

市
街
地
中
核
施
設M

ま

る

ま

る

allm
all

内
）

◉
内
容
　
㈱
ア
イ
ナ
ロ
ハ
渡
辺
大
地
代
表

取
締
役
に
よ
る
、
夫
婦
で
の
育
児
に
関
す

る
講
演

※
附
帯
駐
車
場
を
利
用
く
だ
さ
い

問
　
都
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
36-

５
６
６
１

都
城
志
布
志
道
路
整
備
・
活
用
促

進
大
会
（
無
料
）

◉
日
時
　
５
月
19
日
㈯
　
15
時
30
分
～

◉
場
所
　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
内
容

式
典
や
意
見
発
表

な
ど

問
　
都
市
計
画
課

☎
23-

２
７
６
２

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト

【
中
山
民
俗
舞
踊
研
究
所
チ
ャ
リ
ティ
民
踊
大
会
】

◉
日
時
　
５
月
27
日
㈰
　
12
時
～

◉
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
費
用
　
１
、２
０
０
円

問
　
中
山
流
よ
し
き
会
（
重
信
）

　
　
☎
26-

３
０
１
７

【
朋ほ

う

扇せ
ん

流
10
周
年
舞
踊
発
表
会
】

◉
日
時
　
５
月
27
日
㈰
　
12
時
30
分
～

◉
場
所
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

◉
費
用
　
千
円

問
　
朋
扇
流
朋
扇
会
（
木
脇
）

　
　
☎
０
９
０-

９
４
８
２-

１
２
１
６

【
劇
団
民
藝
公
演
　
Ｓ
Ｏ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
】

◉
日
時
　
６
月
９
日
㈯
　
18
時
30
分
～

◉
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
そ
の
他
　
会
員
制
（
当
日
入
会
可
）

問
　
都
城
市
民
劇
場
（
三
田
）

　
　
☎
21-

８
０
８
２

ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
の
観
察
会

　県
指
定
の
絶
滅
危
惧
種
の
「
ハ
ッ
チ
ョ

ウ
ト
ン
ボ
」
な
ど
を
観
察
し
、
自
然
へ
の

関
心
を
高
め
ま
せ
ん
か
。

◉
日
時
　
５
月
27
日
㈰
　
10
時
20
分
～

※
雨
天
決
行

◉
集
合
場
所
　
市
役
所
南
別
館
前

◉
定
員
　
40
人
　
※
申
し
込
み
順

◉
場
所
　
関
之
尾
町
な
ど

◉
費
用
　
５
０
０
円
（
昼
食
代
）

◉
持
参
す
る
も
の
　
飲
み
物
や
タ
オ
ル
、

帽
子問

　
５
月
14
日
㈪
ま
で
に
環
境
政
策
課

　
　
　
☎
23-

２
１
３
０
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INFORMATION 申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

家庭用プラスチック製品は燃やせるごみです

Ｍ
Ｊ
一
押
し
プ
ロ
グ
ラ
ム

ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ「
ジ
ャ
パ
ン・ツ
ア
ー

２
０
１
８
」

　
日
本
ツ
ア
ー
を
展
開
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー

ズ
の
４
年
ぶ
り
の
都
城
公
演
で
す
。

◉
日
時
　８
月
25
日
㈯
　
17
時
～

◉
場
所

総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
料
金

５
、５
０
０
円

※
一
般
発
売
中

問
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
☎
23-

７
１
４
０

関
之
尾
む
か
え
び
と
の
会

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

◉
日
時
　
５
月
20
日
㈰
　
８
時
45
分
～

◉
集
合
場
所
　
北
前
公
園

◉
対
象
・
定
員
　
小
学
生
以
上
・
50
人

※
申
し
込
み
順

◉
費
用
　
１
、２
０
０
円
（
保
険
料
、
昼

食
代
含
む
）

◉
そ
の
他
　
飲
み
物
や
タ
オ
ル
な
ど
を
持

参
し
、
運
動
の
し
や
す
い
服
装
で
参
加

問
　
関
之
尾
緑
の
村

　
　
　
☎
37-

２
９
２
９

講
座
・
教
室

生
涯
学
習
課
主
催
の
教
室

【
よ
か・余
暇・楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
】

　
５
人
以
上
で
開
催
。
冷
暖
房
費
や
教
材

費
は
別
途
必
要
で
す
。

◉
学
習
料
　
１
回
５
５
０
円
～
８
０
０
円

※
人
数
で
決
定
。
初
回
に
２
回
分
を
納
入

◉
日
時
・
場
所

初
心
者
で
も
で
き
る
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

毎
月
第
２・４
火
曜
日
　
10
時
～
12
時

小
松
原
地
区
公
民
館

【
き
ら
り
楽
習
教
室
】

　
７
人
以
上
で
開
催
し
ま
す
。

◉
日
時
・
場
所
・
費
用
・
持
参
す
る
も
の

イ
ス
に
座
っ
て
で
き
る
や
さ
し
い
ヨ
ガ（
全
６
回
）

毎
月
第
２・
４
木
曜
日
（
６
／
14
㈭
～
８
／

23
㈭
）　
10
時
～
11
時
　
祝
吉
地
区
公
民
館

３
、３
０
０
円
　
タ
オ
ル
や
飲
み
物

問
　
５
月
25
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習
課

　
　
　
☎
23-

９
５
４
５

民
踊
講
習
会

　
民
踊
に
興
味
の
あ
る
人
や
祭
り
で
踊
り

た
い
人
、
体
を
動
か
し
た
い
人
な
ど
、
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◉
日
時
　
５
月
20
日
㈰
　

　
　
　
　
13
時
10
分
～
15
時
30
分

◉
場
所
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

◉
受
講
料
　
５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

※�

学
生
お
よ
び
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成

講
座
を
受
講
中
の
人
は
３
０
０
円

問
　
都
城
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

（
井
上
）　
☎
25-

５
７
０
５

応
急
手
当
講
習
（
無
料
）

◉
日
時
　
５
月
25
日
㈮
　
10
時
～
10
時
45
分

◉
場
所
　
消
防
局
（
菖
蒲
原
町
）

◉
対
象
　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す

る
18
歳
以
上
の
人

◉
定
員
　
20
人
　
※
申
し
込
み
順

問
　
消
防
局
警
防
救
急
課

　
　
　
☎
22-

８
８
８
３

この他、さまざまな行事を開催して
います。詳しくは、子育て支援セン
ターのホームページを確認ください。

都城市子育て世代活動支援センター（ぷれぴか）� ☎36-5858
山之口地域子育て支援センター� ☎57-3298
山田地域子育て支援センター� ☎64-3171
東部地域子育て支援センター�エンゼル� ☎26-9587
高崎地域子育て支援センター�たんぽぽ� ☎62-0027

◉日時	 ５月18日㈮　10：00～12：00
◉場所	山田中央保育所ランチルーム
◉定員	５組　※申し込み順
◉持参するもの　エプロン、三角巾、飲み物、はしなど

子育て支援センター行事

　山田地域子育て
支援センターでは、
九州電力の出前講
座「ＩＨ調理器を
使ったクッキング
教室」を年４回開
催します。ぜひ、
お越しください。

今月のオススメ！「ＩＨ調理器でクッキング」
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INFORMATION 申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

ごみの収集日自動音声案内　☎22-5374

相
　談

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
（
無
料
）

◉
場
所
　
都
北
労
働
福
祉
会
館

　
　
　
　（
北
原
町
４
街
区
４
号
）

◉
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日
　
10
時
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

◉
専
門
相
談
（
要
予
約
）

【
多
重
債
務
・
生
活
法
律
相
談
】

毎
週
火
曜
日
　
13
時
～
16
時

【
職
場・学
校・家
庭
で
の
悩
み
ご
と
相
談
】

毎
週
水
曜
日
　
13
時
～
16
時

【
年
金
・
老
後
の
暮
ら
し
相
談
】

毎
週
木
曜
日
　
13
時
～
16
時

◉
相
談
専
用
電
話

☎
０
１
２
０-

３
９
７-

８
６
８

◉
メ
ー
ル
で
の
相
談
　

tohoku@
m
iya-chuo.or.jp

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　
精
神
科
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◉
日
時
　
５
月
17
日
㈭
　
13
時
30
分
～
16
時

◉
場
所
　
都
城
保
健
所
　
※
要
予
約

問
　
都
城
保
健
所
　
☎
23-

４
５
０
４

み
や
ざ
き
シ
ニ
ア
人
材
バ
ン
ク
就
業
相
談

◉
面
接
相
談
　
毎
週
火
曜
日
　
10
時
～
15

時
　
※
要
予
約

◉
場
所
　
総
合
福
祉
会
館
２
階

◉
相
談
専
用
電
話

☎
０
９
８
５-

33-

９
８
５
０

子
育
て
に
関
す
る
相
談
（
無
料
）

【
都
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
中
心
市
街
地

中
核
施
設M

ま

る

ま

る

allm
all

内
）】

☎
36-

５
６
６
１

【
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）】　
☎
58-

６
８
０
０

【
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）】　
☎
62-

４
４
１
１

【
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
り
ん

（
10
時
～
19
時
　
毎
週
木
曜
日
は
除
く
）】

☎
45-

２
１
４
０

【
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ぼ
み

（
24
時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
０
９
８
５-

78-

３
７
３
７

虐
待
に
関
す
る
相
談
（
無
料
）

【
こ
ど
も
課
】　
☎
23-

２
６
８
４

【
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）】　
☎
58-

６
８
０
０

【
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）】　
☎
62-

４
４
１
１

【
都
城
児
童
相
談
所
】　
☎
22-

４
２
９
４

【
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル（
24
時

間
・
３
６
５
日
）】

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
相
談
電
話
（
無
料
）

【
こ
こ
ろ
の
電
話
（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）】　
☎
０
９
８
５-

32-

５
５
６
６

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
９
時
～
19
時

【
都
城
保
健
所
】　
☎
23-

４
５
０
４

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
８
時
30
分
～
17

時
　
※
祝
日
を
除
く

【
福
祉
課
】　
☎
23-

２
９
８
０

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
８
時
30
分
～
17

時
　
※
祝
日
を
除
く

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

①
女
性
相
談
員
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日
　
10
時
～
16
時

②
こ
こ
ろ
の
相
談

５
月
15
日
㈫
　
14
時
～
16
時

③
法
律
相
談（
前
週
の
水
曜
日
ま
で
に
要
予
約
）

５
月
22
日
㈫
　
13
時
～
16
時

◉
場
所
　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　（
市
役
所
本
館
２
階
）

◉
相
談
時
間
　
①
②
は
１
時
間
程
度
、
③

は
30
分
程
度

※�

女
性
相
談
員
面
接
相
談
や
法
律
相
談

は
、
事
前
に
聞
き
取
り
と
予
約
が
必
要

◉
相
談
専
用
電
話
　
☎
23-

７
１
５
７

消
費
生
活
相
談
（
無
料
）

【
電
話
・
面
接
相
談
】

◉
時
間
　
月
～
金
曜
日
　
９
時
～
16
時

【
弁
護
士
法
律
相
談（
前
々
日
ま
で
に
要
予
約
）】

◉
日
時
　
５
月
25
日
㈮
　
13
時
～
16
時

◉
場
所
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

本
館
２
階
）

◉
相
談
時
間
　
30
分
程
度

◉
相
談
専
用
電
話

【
都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

☎
23-

７
１
５
４

【
三
股
町
福
祉・消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
】

☎
52-

０
９
９
９
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■マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できます。
　（6：30〜23：00）

ごみの収集日自動音声案内　☎22-5374

講
座
・
教
室

が
ん
患
者
家
族
交
流
会
（
無
料
）

◉
日
時
　
５
月
22
日
㈫
　
13
時
30
分
～
15

時
　
※
要
申
し
込
み

◉
場
所
　
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

◉
内
容
　
が
ん
検
診
に
関
す
る
講
演

問
　
国
立
病
院
機
構
都
城
医
療
セ
ン
タ

ー
　
☎
23-

４
１
１
１

ミ
ニ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講
座
（
無
料
）

◉
日
時
　
５
月
31
日
㈭
　
９
時
～
12
時

◉
場
所
　
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

◉
定
員
　
30
人
　
※
要
申
し
込
み

◉
持
参
す
る
も
の
　
運
動
の
し
や
す
い
服

装
や
靴
、
飲
み
物
、
健
康
保
険
証
な
ど

問
　
健
康
課
　
☎
23-

２
７
６
５

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座
（
無
料
）

◉
日
時
　
５
月
24
日
㈭
　
14
時
～
15
時

◉
場
所
　
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
教
育
研
修
棟

◉
内
容
　
が
ん
の
早
期
発
見
と
予
防

※
申
し
込
み
不
要

問
　
国
立
病
院
機
構
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
23-

４
１
１
１

ロ
コ
モ
予
防
教
室
（
無
料
）

◉
日
時
　
５
月
31
日
㈭
　
13
時
～

◉
場
所
　
小
牧
病
院

◉
内
容
　
ロ
コ
モ
予
防
体
操
、
体
力
測
定

◉
定
員
　
30
人
　
※
要
申
し
込
み

問
　
小
牧
病
院

　
　
　
☎
０
７
０-

４
６
９
０-

７
９
５
５

都
城
市
市
民
大
学
講
座

◉
日
程
・
内
容
・
講
師(

敬
称
略)

７
／
３
㈫
「
自
治
体
も
経
営
す
る
時
代
！
」

都
城
市
長
　
池
田
宜
永

７
／
10
㈫
「
宮
崎
大
学
本
格
焼
酎
の
誕
生
」

宮
崎
大
学
副
学
長
　
水
光
正
仁

７
／
17
㈫
「
薩
摩
の
原
動
力
と
な
っ
た
郷
中

教
育
と
子
孫
か
ら
見
た
西
郷
隆

盛
」　
西
郷
隆
盛
ひ
孫
　
西
郷
隆
夫

７
／
24
㈫
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
調
べ
に
の
せ

て
」　
三
輪
宏
康

７
／
31
㈫
「
日
常
生
活
の
経
済
」

み
や
ぎ
ん
経
済
研
究
所
常
務
理

事
　
為
山
高
志

８
／
７
㈫
「
ゴ
マ
の
科
学
と
魅
力
」

南
九
州
大
学
環
境
園
芸
学
部
環

境
園
芸
学
科
教
授
　
山
口
雅
篤

８
／
21
㈫
「
人
生
１
０
０
年
時
代
！
　
親

の
家
と
自
宅
を
片
付
け
る
」

お
掃
除
・
お
片
付
け
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
　
堀
内
真
弓

８
／
26
㈰
野
外
研
修

（
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
）

９
／
４
㈫
「
絵
と
文
を
書
い
て
自
分
の
経

験
と
知
恵
を
孫
・
子
に
伝
え
る
」

生
き
活
き
河
童
の
会
会
長

大
西
正
國

９
／
11
㈫
「
人
生
　
こ
れ
か
ら
を
楽
し
む
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
理
事
長

八
反
田
久
実

９
／
18
㈫
「
高
専
の
新
教
育
シ
ス
テ
ム
と

活
躍
す
る
卒
業
生
」

国
立
都
城
工
業
高
等
専
門
学
校

コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー
　
久
保
秀
夫

９
／
25
㈫
「
昆
虫
の
子
育
て
」

昆
虫
写
真
家
　
新
開
孝

※�

７
月
３
日
㈫
は
公
開
講
座
で
、
誰
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
８
月
26
日
㈰
の
野
外

研
修
は
希
望
者
の
み

◉
時
間
　
19
時
～
20
時
30
分

※
講
座
に
よ
り
変
更
の
場
合
あ
り

◉
場
所
　
中
央
公
民
館
大
会
議
室

◉
定
員
　
２
０
０
人
　
※
申
し
込
み
順

◉
費
用
　
年
間
２
千
円

※�

第
１
回
の
会
場
で
支
払
い

問
　
６
月
26
日
㈫
ま
で
に
生
涯
学
習
課

　
　
　
☎
23-

９
５
４
５

経
験
者
向
け
ス
テ
ッ
プ
運
動
教
室（
無
料
）

　
タ
オ
ル
や
飲
み
物
な
ど
を
持
参
し
、
運

動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。

◉
日
時
　
５
月
24
日
㈭

　
　
　
　
①
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　
　
　
②
13
時
45
分
～
15
時
30
分

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
定
員
　
各
30
人

※�

要
申
し
込
み
。
通
院・治
療
中
の
人
は
、

主
治
医
に
相
談
し
、
参
加
く
だ
さ
い

問
　
健
康
課
　
☎
23-

２
７
６
５

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

援
助
会
員
養
成
講
座
（
無
料
）

◉
日
時
　
６
月
22
日
㈮
～
８
月
７
日
㈫
　

　
　
　
　
10
時
～
16
時
（
全
６
回
）

◉
場
所
　
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◉
定
員
　
50
人
　
※
要
申
し
込
み

◉
そ
の
他
　
受
講
後
に
援
助
会
員
登
録

問
　
６
月
15
日
㈮
ま
で
に
都
城
市
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
26-

３
８
１
０
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INFORMATION 申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

ごみの収集日自動音声案内　☎22-5374

相
　談

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
（
無
料
）

◉
場
所
　
都
北
労
働
福
祉
会
館

　
　
　
　（
北
原
町
４
街
区
４
号
）

◉
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日
　
10
時
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

◉
専
門
相
談
（
要
予
約
）

【
多
重
債
務
・
生
活
法
律
相
談
】

毎
週
火
曜
日
　
13
時
～
16
時

【
職
場・学
校・家
庭
で
の
悩
み
ご
と
相
談
】

毎
週
水
曜
日
　
13
時
～
16
時

【
年
金
・
老
後
の
暮
ら
し
相
談
】

毎
週
木
曜
日
　
13
時
～
16
時

◉
相
談
専
用
電
話

☎
０
１
２
０-

３
９
７-

８
６
８

◉
メ
ー
ル
で
の
相
談
　

tohoku@
m
iya-chuo.or.jp

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　
精
神
科
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◉
日
時
　
５
月
17
日
㈭
　
13
時
30
分
～
16
時

◉
場
所
　
都
城
保
健
所
　
※
要
予
約

問
　
都
城
保
健
所
　
☎
23-

４
５
０
４

み
や
ざ
き
シ
ニ
ア
人
材
バ
ン
ク
就
業
相
談

◉
面
接
相
談
　
毎
週
火
曜
日
　
10
時
～
15

時
　
※
要
予
約

◉
場
所
　
総
合
福
祉
会
館
２
階

◉
相
談
専
用
電
話

☎
０
９
８
５-

33-

９
８
５
０

子
育
て
に
関
す
る
相
談
（
無
料
）

【
都
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
中
心
市
街
地

中
核
施
設M

ま

る

ま

る

allm
all

内
）】

☎
36-

５
６
６
１

【
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）】　
☎
58-

６
８
０
０

【
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）】　
☎
62-

４
４
１
１

【
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
り
ん

（
10
時
～
19
時
　
毎
週
木
曜
日
は
除
く
）】

☎
45-

２
１
４
０

【
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ぼ
み

（
24
時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
０
９
８
５-

78-

３
７
３
７

虐
待
に
関
す
る
相
談
（
無
料
）

【
こ
ど
も
課
】　
☎
23-

２
６
８
４

【
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）】　
☎
58-

６
８
０
０

【
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）】　
☎
62-
４
４
１
１

【
都
城
児
童
相
談
所
】　
☎
22-

４
２
９
４

【
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル（
24
時

間
・
３
６
５
日
）】

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
相
談
電
話
（
無
料
）

【
こ
こ
ろ
の
電
話
（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）】　
☎
０
９
８
５-

32-

５
５
６
６

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
９
時
～
19
時

【
都
城
保
健
所
】　
☎
23-

４
５
０
４

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
８
時
30
分
～
17

時
　
※
祝
日
を
除
く

【
福
祉
課
】　
☎
23-

２
９
８
０

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
８
時
30
分
～
17

時
　
※
祝
日
を
除
く

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

①
女
性
相
談
員
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日
　
10
時
～
16
時

②
こ
こ
ろ
の
相
談

５
月
15
日
㈫
　
14
時
～
16
時

③
法
律
相
談（
前
週
の
水
曜
日
ま
で
に
要
予
約
）

５
月
22
日
㈫
　
13
時
～
16
時

◉
場
所
　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　（
市
役
所
本
館
２
階
）

◉
相
談
時
間
　
①
②
は
１
時
間
程
度
、
③

は
30
分
程
度

※�

女
性
相
談
員
面
接
相
談
や
法
律
相
談

は
、
事
前
に
聞
き
取
り
と
予
約
が
必
要

◉
相
談
専
用
電
話
　
☎
23-

７
１
５
７

消
費
生
活
相
談
（
無
料
）

【
電
話
・
面
接
相
談
】

◉
時
間
　
月
～
金
曜
日
　
９
時
～
16
時

【
弁
護
士
法
律
相
談（
前
々
日
ま
で
に
要
予
約
）】

◉
日
時
　
５
月
25
日
㈮
　
13
時
～
16
時

◉
場
所
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

本
館
２
階
）

◉
相
談
時
間
　
30
分
程
度

◉
相
談
専
用
電
話

【
都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

☎
23-

７
１
５
４

【
三
股
町
福
祉・消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
】

☎
52-

０
９
９
９
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INFORMATION 毎月第３日曜日は「家庭の日」申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

市
営
住
宅
入
居
申
込
説
明
会

　
６
月
定
期
募
集
で
入
居
を
希
望
す
る
人

を
対
象
に
、
市
営
住
宅
の
概
要
や
申
込
方

法
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

◉
日
時
　
５
月
15
日
㈫
　
14
時
～
15
時

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
対
象
　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

①�

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
生
活
し
て
い
る

人
※�

抽
選
に
参
加
で
き
る
の
は
、
市
内
に
３

カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
人

②�

同
居
す
る
、
ま
た
は
し
よ
う
と
す
る
親

族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が
い
る
人

※�

60
歳
以
上
の
人
、
身
体
障
害
者
手
帳
１

～
４
級
、
生
活
保
護
受
給
者
な
ど
の
条

件
を
満
た
せ
ば
、
単
身
入
居
で
き
る
団

地
も
あ
り
ま
す
。
入
居
の
為
に
不
自
然

な
世
帯
分
離
を
し
て
い
る
と
申
し
込
み

で
き
ま
せ
ん

③�

政
令
月
収
が
15
万
８
千
円
以
下
の
人

※�

政
令
月
収
と
は
、
世
帯
の
年
間
総
所
得

か
ら
扶
養
控
除
な
ど
を
差
し
引
い
た
総

額
に
基
づ
い
た
平
均
月
収

④�

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
人

※�

持
ち
家
が
あ
る
人
は
申
し
込
み
で
き
ま

せ
ん

⑤
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
人

問
　
建
築
課

　
　
☎
23-

３
１
０
５

融
資
制
度

◉
制
度
名
・
対
象

①
小
口
零
細
企
業
融
資
制
度
・
小
規
模
事
業
者

②
中
小
企
業
特
別
融
資
制
度
・
中
小
企
業
者

◉
融
資
条
件
　

・�

市
内
に
住
所
お
よ
び
事
業
所
が
あ
る
個

人
ま
た
は
法
人
（
法
人
は
、
法
人
登
記

が
市
内
に
あ
れ
ば
、
代
表
者
は
市
外
在

住
で
も
可
）

・�

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◉
使
途
　
運
転
資
金
、
設
備
資
金

◉
融
資
限
度
額
　
１
、０
０
０
万
円

◉
融
資
利
率
　
①
年
１・７
㌫

　
　
　
　
　
　
②
年
１・９
㌫

◉
償
還
方
法
　
一
括
ま
た
は
分
割

※�

償
還
期
間
が
１
年
を
超
え
る
場
合
は
分

割
◉
保
証
人
　
個
人
は
原
則
不
要
。
法
人
は

原
則
代
表
者
の
み

◉
保
証
料
　
保
証
協
会
の
定
め
る
信
用
保

証
料
率
に
よ
り
計
算
さ
れ
た
額

※�

料
率
１・25
㌫
を
上
限
に
市
が
補
助

◉
取
扱
金
融
機
関
　
市
内
お
よ
び
三
股
町

内
の
宮
崎
銀
行
、
鹿
児
島
銀
行
、
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
、
宮
崎
太
陽
銀
行
、
宮
崎
都

城
信
用
金
庫
、
南
日
本
銀
行
の
各
支
店

　
市
で
は
、
市
内
の
中
小
企
業
者
や
小
規
模
企
業
者
を
対
象
に
、
事
業
資
金
の
融
資
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
融
資
や
経
営
に
関
す
る
相
談
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、
市
内

の
事
業
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
商
工
政
策
課
　
☎
23-

２
９
８
３

市
内
の
事
業
者
向
け
金
融
制
度
と
相
談
会

一
日
中
小
企
業
相
談
会

　
融
資
や
経
営
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
を
、各
分
野
の
専
門
家
が
受
け
付
け
ま
す
。

◉
日
時
　
毎
月
第
２
火
曜
日

　
　
　
　
13
時
～
15
時

◉
場
所
　
都
城
商
工
会
館
２
階
会
議
室

◉
参
加
機
関
　
宮
崎
県
信
用
保
証
協
会
、

宮
崎
県
都
城
県
税
・
総
務
事
務
所
、
日
本

政
策
金
融
公
庫
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
、

宮
崎
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

◉
相
談
内
容
の
例
　

・
運
転
資
金
を
借
り
た
い

・�

創
業
に
必
要
な
資
金
に
つ
い
て
相
談
し

た
い

・�

事
業
計
画
や
経
理
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
た
い

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
都
城
サ
テ
ラ
イ
ト

　
売
上
拡
大
や
経
営
改
善
な
ど
、
無
料
で

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

◉
日
時
　
毎
週
火
・
水
・
木
曜
日

◉
場
所
　
地
域
連
携
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー（
都

城
工
業
高
等
専
門
学
校
内
）　
※
要
予
約

問
　
宮
崎
県
産
業
振
興
機
構

　
　
　
☎
０
９
８
５-

74-

０
７
８
６

23 MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2018.5
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■マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できます。
　（6：30〜23：00）

相
　談

不
妊
相
談
・
妊
娠
総
合
相
談（
無
料
）

◉
場
所
　
都
城
保
健
所

◉
相
談
・
予
約
電
話
　☎
23-

４
５
０
４

【
不
妊
相
談
】

不
妊
に
関
す
る
治
療
な
ど
の
面
接
相
談

◉
日
時
　
第
４
金
曜
日

　
　
　
　
９
時
30
分
～
15
時
30
分

◉
相
談
方
法
　
電
話
、
面
接
（
要
予
約
）

【
妊
娠
総
合
相
談
】

思
い
が
け
な
い
妊
娠
に
関
す
る
悩
み
の
相
談

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
９
時
30
分
～
15

時
30
分
　
※
祝
日
を
除
く

◉
相
談
方
法
　
電
話
、
面
接
（
要
予
約
）

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

◉
日
時
　
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　
９
時
～
16
時

◉
場
所
　
交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　（
市
役
所
本
館
２
階
）

◉
相
談
専
用
電
話
　
☎
23-

０
９
４
４

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
無
料
）

◉
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日

９
時
～
16
時
30
分

◉
場
所

教
育
相
談
室

（
市
役
所
八
幡
町
別
館
）

◉
相
談
専
用
電
話

☎
46-

２
０
８
８

お
知
ら
せ

５
月
は
自
動
車
税
の
納
期
で
す

【
自
動
車
税
（
県
税
）】

　
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
で
宮
崎

運
輸
支
局
に
登
録
の
あ
る
自
動
車
の
所
有

者
ま
た
は
使
用
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

【
軽
自
動
車
税
（
市
税
）】

　
軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
で
市

に
登
録
の
あ
る
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
、
農

耕
車
、
小
型
特
殊
車
な
ど
の
所
有
者
ま
た

は
使
用
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。（
月
割
課

税
は
あ
り
ま
せ
ん
）

◉
納
付
期
限
　
５
月
31
日
㈭

◉
納
付
方
法
　
納
税
通
知
書
で
金
融
機
関

や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
（
納
税

通
知
書
裏
面
に
記
載
）
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。
自
動
車
税
は
県
税
・
総
務
事
務
所
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す

◉
納
税
通
知
書
　
５
月
中
旬
ま
で
に
発
送

※
届
か
な
い
場
合
は
連
絡
く
だ
さ
い

◉
そ
の
他
　
障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
に

使
用
す
る
自
動
車
な
ど
で
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
場
合
、
５
月
31
日
㈭
ま
で
に
申

請
す
れ
ば
、
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
減
免
は
普
通
自
動
車
と
軽
自

動
車
の
う
ち
１
台
で
す
。
ま
た
、軽
四
輪・

三
輪
車
の
軽
自
動
車
税
は
、
環
境
負
荷
の

小
さ
い
車
両
の
普
及
を
図
る
た
め
、
初
度

検
査
年
月
（
新
車
登
録
年
月
）
や
燃
費
基

準
な
ど
に
よ
り
、「
重
課
税
」
ま
た
は
「
軽

課
（
グ
リ
ー
ン
化
特
例
）」
が
適
用
さ
れ

る
車
両
も
あ
り
ま
す

問【
自
動
車
税
（
県
税
）】

都
城
県
税
・
総
務
事
務
所

☎
23-

４
５
８
９

【
軽
自
動
車
税
（
市
税
）】

市
民
税
課
　
☎
23-

２
１
２
３

相
続
と
贈
与
の
基
礎
知
識
セ
ミ
ナ

ー
（
無
料
）

◉
日
時
　
５
月
27
日
㈰
　
10
時
～
12
時

◉
場
所
　
五
十
市
地
区
公
民
館

◉
定
員
　
20
人
　
※
要
予
約

◉
そ
の
他

セ
ミ
ナ
ー
後
、
相
談
会
（
５
組
）

問
　
都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
23-

７
１
５
４

差
し
押
さ
え
物
品
の
公
売
会

◉
日
時
　
５
月
22
日
㈫
～
24
日
㈭

　
　
　
　
９
時
～
17
時

◉
場
所
　
市
役
所
本
館
１
階
市
民
サ
ロ
ン

◉
物
件
　
液
晶
テ
レ
ビ
、
掃
除
機
な
ど

問
　
納
税
管
理
課
　
☎
23-

２
１
２
６

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
６
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
工
業
統

計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
結
果
は
、

中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎

資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
従
業
員
４
人
以
上
の
製
造
事
業
所
に
、

５
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の

で
、
調
査
に
協
力
く
だ
さ
い
。

問
　
情
報
政
策
課
　
☎
23-
２
５
６
２
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市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

市
営
住
宅
入
居
申
込
説
明
会

　
６
月
定
期
募
集
で
入
居
を
希
望
す
る
人

を
対
象
に
、
市
営
住
宅
の
概
要
や
申
込
方

法
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

◉
日
時
　
５
月
15
日
㈫
　
14
時
～
15
時

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
対
象
　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

①�

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
生
活
し
て
い
る

人
※�

抽
選
に
参
加
で
き
る
の
は
、
市
内
に
３

カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
人

②�

同
居
す
る
、
ま
た
は
し
よ
う
と
す
る
親

族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が
い
る
人

※�

60
歳
以
上
の
人
、
身
体
障
害
者
手
帳
１

～
４
級
、
生
活
保
護
受
給
者
な
ど
の
条

件
を
満
た
せ
ば
、
単
身
入
居
で
き
る
団

地
も
あ
り
ま
す
。
入
居
の
為
に
不
自
然

な
世
帯
分
離
を
し
て
い
る
と
申
し
込
み

で
き
ま
せ
ん

③�

政
令
月
収
が
15
万
８
千
円
以
下
の
人

※�

政
令
月
収
と
は
、
世
帯
の
年
間
総
所
得

か
ら
扶
養
控
除
な
ど
を
差
し
引
い
た
総

額
に
基
づ
い
た
平
均
月
収

④�

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
人

※�

持
ち
家
が
あ
る
人
は
申
し
込
み
で
き
ま

せ
ん

⑤
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
人

問
　
建
築
課

　
　
☎
23-
３
１
０
５

融
資
制
度

◉
制
度
名
・
対
象

①
小
口
零
細
企
業
融
資
制
度
・
小
規
模
事
業
者

②
中
小
企
業
特
別
融
資
制
度
・
中
小
企
業
者

◉
融
資
条
件
　

・�

市
内
に
住
所
お
よ
び
事
業
所
が
あ
る
個

人
ま
た
は
法
人
（
法
人
は
、
法
人
登
記

が
市
内
に
あ
れ
ば
、
代
表
者
は
市
外
在

住
で
も
可
）

・�

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◉
使
途
　
運
転
資
金
、
設
備
資
金

◉
融
資
限
度
額
　
１
、０
０
０
万
円

◉
融
資
利
率
　
①
年
１・７
㌫

　
　
　
　
　
　
②
年
１・９
㌫

◉
償
還
方
法
　
一
括
ま
た
は
分
割

※�

償
還
期
間
が
１
年
を
超
え
る
場
合
は
分

割
◉
保
証
人
　
個
人
は
原
則
不
要
。
法
人
は

原
則
代
表
者
の
み

◉
保
証
料
　
保
証
協
会
の
定
め
る
信
用
保

証
料
率
に
よ
り
計
算
さ
れ
た
額

※�

料
率
１・25
㌫
を
上
限
に
市
が
補
助

◉
取
扱
金
融
機
関
　
市
内
お
よ
び
三
股
町

内
の
宮
崎
銀
行
、
鹿
児
島
銀
行
、
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
、
宮
崎
太
陽
銀
行
、
宮
崎
都

城
信
用
金
庫
、
南
日
本
銀
行
の
各
支
店

　
市
で
は
、
市
内
の
中
小
企
業
者
や
小
規
模
企
業
者
を
対
象
に
、
事
業
資
金
の
融
資
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
融
資
や
経
営
に
関
す
る
相
談
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、
市
内

の
事
業
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
商
工
政
策
課
　
☎
23-

２
９
８
３

市
内
の
事
業
者
向
け
金
融
制
度
と
相
談
会

一
日
中
小
企
業
相
談
会

　
融
資
や
経
営
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
を
、各
分
野
の
専
門
家
が
受
け
付
け
ま
す
。

◉
日
時
　
毎
月
第
２
火
曜
日

　
　
　
　
13
時
～
15
時

◉
場
所
　
都
城
商
工
会
館
２
階
会
議
室

◉
参
加
機
関
　
宮
崎
県
信
用
保
証
協
会
、

宮
崎
県
都
城
県
税
・
総
務
事
務
所
、
日
本

政
策
金
融
公
庫
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
、

宮
崎
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

◉
相
談
内
容
の
例
　

・
運
転
資
金
を
借
り
た
い

・�

創
業
に
必
要
な
資
金
に
つ
い
て
相
談
し

た
い

・�

事
業
計
画
や
経
理
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
た
い

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
都
城
サ
テ
ラ
イ
ト

　
売
上
拡
大
や
経
営
改
善
な
ど
、
無
料
で

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

◉
日
時
　
毎
週
火
・
水
・
木
曜
日

◉
場
所
　
地
域
連
携
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー（
都

城
工
業
高
等
専
門
学
校
内
）　
※
要
予
約

問
　
宮
崎
県
産
業
振
興
機
構

　
　
　
☎
０
９
８
５-

74-

０
７
８
６
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INFORMATION 毎月第３日曜日は「家庭の日」申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

胃
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

　
事
前
に
電
話
か
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

※�

75
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
や
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
、
保

険
証
や
生
活
保
護
受
給
証
明
書
、
市
が

発
行
す
る
各
種
検
診
自
己
負
担
金
免
除

通
知
書
を
提
出
ま
た
は
提
示
す
れ
ば
検

診
料
を
免
除

◉
予
約
開
始
日
（
予
約
枠
あ
り
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
：
５
月
１
日
㈫

電
話
：
５
月
24
日
㈭

【
胃
が
ん
検
診
】

◉
対
象
　
40
歳
以
上
の
市
民

◉
日
程
・
場
所

６
／
19
㈫
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

６
／
20
㈬
妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

６
／
21
㈭
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

６
／
22
㈮
中
郷
地
区
公
民
館

６
／
23
㈯
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

６
／
26
㈫
祝
吉
地
区
公
民
館

◉
受
付
時
間
　
８
時
30
分
～
10
時
30
分

◉
検
診
料
　
１
、３
０
０
円

※�

６
月
23
日
㈯
は
、
肺
が
ん
・
結
核
・
大

腸
が
ん
検
診
も
同
時
に
受
診
で
き
ま
す

【
乳
が
ん
検
診
】

◉
対
象
　
40
歳
以
上
で
和
暦
の
奇
数
年
生

ま
れ
の
女
性
（
昭
和
53
年
・
51
年
…
）

◉
日
程
・
場
所

６
／
12
㈫
祝
吉
地
区
公
民
館

６
／
13
㈬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

６
／
15
㈮

６
／
18
㈪
横
市
地
区
公
民
館

６
／
20
㈬
山
之
口
地
区
公
民
館

６
／
21
㈭
谷
頭
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

６
／
25
㈪
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

◉
受
付
時
間

午
前
の
部
：
９
時
～
11
時
30
分

午
後
の
部
：
13
時
～
15
時
30
分

◉
検
診
料
　
２
千
円

問
　
健
康
課
　
☎
23-

２
７
６
５

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

　
提
出
書
類
や
手
数
料
の
詳
細
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
日
程
　
５
月
31
日
㈭
、
８
月
24
日
㈮
、

11
月
９
日
㈮
、
平
成
31
年
２
月
８
日
㈮

※
古
式
銃
砲
の
審
査
は
５
月
と
11
月
の
み

◉
時
間
　

９
時
30
分
～
12
時
、
13
時
～
16
時

◉
場
所
　
県
庁
７
号
館
（
８
月
は
県
庁
９

号
館
）

問
　
県
教
育
庁
文
化
財
課

　
　
☎
０
９
８
５-

26-

７
２
５
０

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す

　
日
本
赤
十
字
社
は
、
５
月
８
日
の
「
世

界
赤
十
字
デ
ー
」
と
合
わ
せ
、
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
展
開
し
、
理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

◉
赤
十
字
の
活
動

【
災
害
時
の
被
災
者
救
援
活
動
】

災
害
現
場
へ
の
医
師
や
看
護
師
、
救
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
、
救
援
物
資
の
配
布

や
炊
き
出
し
、
心
身
の
ケ
ア
や
避
難
所
運

営
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す

【
献
血
（
血
液
事
業
）】

輸
血
の
必
要
な
人
に
、
新
鮮
で
安
全
な
血

液
を
提
供
す
る
た
め
、
各
地
で
献
血
車
に

よ
る
献
血
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

【
赤
十
字
奉
仕
団
の
育
成
】

福
祉
施
設
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
と
の

交
流
、
救
急
法
普
及
の
た
め
の
講
習
会
、

大
規
模
災
害
発
生
時
に
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

を
使
っ
た
被
災
状
況
確
認
や
、
救
援
活
動

へ
の
迅
速
な
情
報
提
供
な
ど
を
行
う
赤
十

字
奉
仕
団
を
育
成
し
て
い
ま
す

【
募
金
や
義
援
金
の
受
け
付
け
】

国
内
外
の
被
災
者
へ
の
医
療
救
援
活
動

や
、
物
資
の
提
供
な
ど
の
資
金
と
し
て
、

募
金
や
義
援
金
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す

問
　
福
祉
課
　
☎
23-

２
９
８
０

　
　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
◎みやざき医療ナビも利用ください

月日 医療機関名 電話番号
5/13
㈰

志々目医院（内・小） 57-2004
野辺医院（内・胃） 22-0153
いづみ内科医院 22-7111
三州病院（外・胃・内） 22-0230
どいクリニック（外・胃・内）22-1825
丸田病院（産・婦） 23-7060
大岐歯科医院 24-6488

5/20
㈰

畠中小児科医院 52-6000
三嶋内科 24-7171
森山内科・脳神経外科（内） 21-5000
吉見クリニック（外・整・内）58-5633
よしかわクリニック（麻・整・内）23-9384
宮田眼科病院 22-1441
きんじょう歯科医院 38-0120

5/27
㈰

教山内科医院（内・小） 62-1205
瀬ノ口医院（内・消） 25-5155
しげひらクリニック（内） 27-5555
福島外科胃腸科医院（外・胃・整）38-1633
もちお蛯原医院（整・形） 21-5355
いわよし耳鼻咽喉科クリニック（耳鼻）36-5555
やまのくち歯科 57-5588

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、
歯科医師会は☎25-4100）で確認ください

●休日当番薬局
5/13㈰ あい、ひゅうが、フクシマ、わかば、エイト
5/20㈰ ひばり、とまと、グリーン、椎の木、くらはら
5/27㈰ 姫城、みどり、都北町、もちおさくら、いわよし

みやざき医療ナビ

がん検診
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

■マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できます。
　（6：30〜23：00）

お
知
ら
せ

こ
ど
も
基
金
活
用
事
業
補
助
金

　
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
、企
画・

実
施
す
る
事
業
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

◉
補
助
対
象
事
業

①�

市
の
実
施
す
る
子
育
て
支
援
事
業
を
補

完
す
る
事
業

②�

グ
ル
ー
プ
の
育
成
や
活
動
を
支
援
す
る

事
業
、
ま
た
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

③�

児
童
の
非
行
防
止
・
健
全
育
成
活
動
、

子
育
て
支
援
に
関
す
る
知
識
や
技
術
向

上
の
た
め
の
事
業

④
子
ど
も
の
自
立
支
援
活
動
事
業

◉
補
助
金
額
　
補
助
対
象
経
費
の
90
㌫
以

内
（
上
限
25
万
円
）　

※
審
査
後
、
減
額
の
場
合
あ
り

問
　
５
月
29
日
㈫
ま
で
に
こ
ど
も
課

　
　
　
☎
23-

２
６
８
４

洪
水
情
報
を
緊
急
速
報
メ
ー
ル
で
確
認

　
大
淀
川
で
氾
濫
の
危
険
が
高
ま
っ
た
と

き
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
が
自
動
で
配
信
さ

れ
ま
す
の
で
、
活
用
く
だ
さ
い
。

◉
対
象
水
位
観
測
所

「
岳た

け

下し
た

」
と
「
樋ひ

わ
た
し渡
」

◉
配
信
携
帯
電
話
事
業
者

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
、
沖
縄
セ
ル

ラ
ー
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
（
ワ
イ
モ
バ
イ
ル

含
む
）

問
　
国
土
交
通
省
宮
崎
河
川
国
道
事
務
所

　
　
☎
０
９
８
５-

24-

８
２
２
１

◉
対
象
地
域
・
補
助
額

最
重
点
エ
リ
ア
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以

内
（
上
限
４
０
０
万
円
）

重
点
エ
リ
ア

検
討
エ
リ
ア

対
象
経
費
の
３
分
の
２
ま

た
は
２
分
の
１
以
内
（
上

限
４
０
０
万
円
ま
た
は

２
０
０
万
円
）

【
集
団
型
商
業
基
盤
整
備
事
業
補
助
金
】

◉
対
象
　
５
０
０
平
方
㍍
以
上
の
整
備
お

よ
び
３
店
舗
以
上
の
店
舗
集
団
化
を
行
う

事
業
者

◉
補
助
対
象
経
費
・
対
象
地
域
・
補
助
額

整
備
基
本
計
画
な
ど
の
策
定
費
用

最
重
点
エ
リ
ア
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以

内
（
上
限
５
０
０
万
円
）

重
点
エ
リ
ア

検
討
エ
リ
ア

対
象
経
費
の
５
分
の
４
ま

た
は
３
分
の
２
以
内
（
上

限
３
０
０
万
円
）

内
・
外
装
の
改
修
事
業
費
、
新
築
工
事
費

な
ど

最
重
点
エ
リ
ア
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以

内
（
上
限
４
、５
０
０
万

円
）

重
点
エ
リ
ア

検
討
エ
リ
ア

対
象
経
費
の
５
分
の
４
ま

た
は
３
分
の
２
以
内
（
上

限
２
、０
０
０
万
円
ま
た

は
１
、５
０
０
万
円
）

問
　
商
工
政
策
課
　
☎
23-

２
９
８
３

中
心
市
街
地
再
生
プ
ラ
ン
事
業
費

補
助
金

　
中
心
市
街
地
の
特
定
地
域
内
で
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
空
き
店
舗
な
ど
を
活
用

し
て
事
業
を
行
う
個
人
や
企
業
、
空
き
店

舗
の
所
有
者
に
改
装
費
用
な
ど
を
補
助
し

ま
す
。

　
対
象
と
な
る
地
域
や
要
件
な
ど
、
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
予
算
額
に
達
し
次
第
、
受
け
付

け
を
終
了
し
ま
す
の
で
、
申
請
予
定
の
人

は
必
ず
事
前
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
空
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
】

空
き
店
舗
の
所
有
者
な
ど
が
、
リ
フ
ォ
ー

ム
を
行
う
場
合
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す

※
器
具
や
過
剰
な
改
装
費
な
ど
は
除
く

◉
対
象
地
域
・
補
助
額

最
重
点
エ
リ
ア
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以

内
（
上
限
５
０
０
万
円
）

重
点
エ
リ
ア

検
討
エ
リ
ア

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
（
上
限
２
０
０
万
円
ま

た
は
１
０
０
万
円
）

【
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
】

小
売
、飲
食
、サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
を
営
む
、

ま
た
は
営
も
う
と
す
る
個
人
や
企
業
が
、

要
件
を
満
た
す
空
き
店
舗
を
改
装
し
て
事

業
を
行
う
場
合
、
改
装
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す

※
器
具
や
過
剰
な
改
装
費
な
ど
は
除
く

◉
対
象
地
域
・
補
助
額

最
重
点
エ
リ
ア
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以

内
（
上
限
５
０
０
万
円
）

重
点
エ
リ
ア

検
討
エ
リ
ア

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
（
上
限
２
０
０
万
円
ま

た
は
１
０
０
万
円
）

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
賃
料
補
助
金
】

市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
、
空
き

店
舗
な
ど
に
新
た
な
活
動
拠
点
を
置
く
場

合
、店
舗
な
ど
の
賃
借
料
を
補
助
し
ま
す
。

◉
補
助
額
　
賃
借
料
の
３
分
の
２
ま
た
は

２
分
の
１
以
内
で
、
１
年
間
の
上
限
は

80
万
円
ま
た
は
30
万
円

【
空
店
舗
等
解
体
補
助
金
】

空
き
店
舗
の
所
有
者
な
ど
が
、
老
朽
化
し

た
空
き
店
舗
を
解
体
し
、
新
た
に
店
舗
を

建
築
す
る
場
合
、
解
体
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す

◉
対
象
地
域
・
補
助
額

最
重
点
エ
リ
ア
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以

内
（
上
限
５
０
０
万
円
）

重
点
エ
リ
ア

検
討
エ
リ
ア

対
象
経
費
の
５
分
の
４
ま

た
は
３
分
の
２
以
内
（
上

限
５
０
０
万
円
ま
た
は

３
０
０
万
円
）

【
空
き
地
等
活
用
促
進
補
助
金
】

空
き
地
や
駐
車
場
な
ど
の
低
未
利
用
地
を

活
用
し
、
仮
設
ま
た
は
常
設
の
施
設
を
整

備
す
る
場
合
、
施
設
整
備
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
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INFORMATION 毎月第３日曜日は「家庭の日」申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

胃
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

　
事
前
に
電
話
か
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

※�

75
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
や
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
、
保

険
証
や
生
活
保
護
受
給
証
明
書
、
市
が

発
行
す
る
各
種
検
診
自
己
負
担
金
免
除

通
知
書
を
提
出
ま
た
は
提
示
す
れ
ば
検

診
料
を
免
除

◉
予
約
開
始
日
（
予
約
枠
あ
り
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
：
５
月
１
日
㈫

電
話
：
５
月
24
日
㈭

【
胃
が
ん
検
診
】

◉
対
象
　
40
歳
以
上
の
市
民

◉
日
程
・
場
所

６
／
19
㈫
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

６
／
20
㈬
妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

６
／
21
㈭
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

６
／
22
㈮
中
郷
地
区
公
民
館

６
／
23
㈯
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

６
／
26
㈫
祝
吉
地
区
公
民
館

◉
受
付
時
間
　
８
時
30
分
～
10
時
30
分

◉
検
診
料
　
１
、３
０
０
円

※�

６
月
23
日
㈯
は
、
肺
が
ん
・
結
核
・
大

腸
が
ん
検
診
も
同
時
に
受
診
で
き
ま
す

【
乳
が
ん
検
診
】

◉
対
象
　
40
歳
以
上
で
和
暦
の
奇
数
年
生

ま
れ
の
女
性
（
昭
和
53
年
・
51
年
…
）

◉
日
程
・
場
所

６
／
12
㈫
祝
吉
地
区
公
民
館

６
／
13
㈬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

６
／
15
㈮

６
／
18
㈪
横
市
地
区
公
民
館

６
／
20
㈬
山
之
口
地
区
公
民
館

６
／
21
㈭
谷
頭
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

６
／
25
㈪
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

◉
受
付
時
間

午
前
の
部
：
９
時
～
11
時
30
分

午
後
の
部
：
13
時
～
15
時
30
分

◉
検
診
料
　
２
千
円

問
　
健
康
課
　
☎
23-

２
７
６
５

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

　
提
出
書
類
や
手
数
料
の
詳
細
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
日
程
　
５
月
31
日
㈭
、
８
月
24
日
㈮
、

11
月
９
日
㈮
、
平
成
31
年
２
月
８
日
㈮

※
古
式
銃
砲
の
審
査
は
５
月
と
11
月
の
み

◉
時
間
　

９
時
30
分
～
12
時
、
13
時
～
16
時

◉
場
所
　
県
庁
７
号
館
（
８
月
は
県
庁
９

号
館
）

問
　
県
教
育
庁
文
化
財
課

　
　
☎
０
９
８
５-

26-

７
２
５
０

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す

　
日
本
赤
十
字
社
は
、
５
月
８
日
の
「
世

界
赤
十
字
デ
ー
」
と
合
わ
せ
、
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
展
開
し
、
理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

◉
赤
十
字
の
活
動

【
災
害
時
の
被
災
者
救
援
活
動
】

災
害
現
場
へ
の
医
師
や
看
護
師
、
救
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
、
救
援
物
資
の
配
布

や
炊
き
出
し
、
心
身
の
ケ
ア
や
避
難
所
運

営
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す

【
献
血
（
血
液
事
業
）】

輸
血
の
必
要
な
人
に
、
新
鮮
で
安
全
な
血

液
を
提
供
す
る
た
め
、
各
地
で
献
血
車
に

よ
る
献
血
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

【
赤
十
字
奉
仕
団
の
育
成
】

福
祉
施
設
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
と
の

交
流
、
救
急
法
普
及
の
た
め
の
講
習
会
、

大
規
模
災
害
発
生
時
に
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

を
使
っ
た
被
災
状
況
確
認
や
、
救
援
活
動

へ
の
迅
速
な
情
報
提
供
な
ど
を
行
う
赤
十

字
奉
仕
団
を
育
成
し
て
い
ま
す

【
募
金
や
義
援
金
の
受
け
付
け
】

国
内
外
の
被
災
者
へ
の
医
療
救
援
活
動

や
、
物
資
の
提
供
な
ど
の
資
金
と
し
て
、

募
金
や
義
援
金
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す

問
　
福
祉
課
　
☎
23-

２
９
８
０

　
　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
◎みやざき医療ナビも利用ください

月日 医療機関名 電話番号
5/13
㈰

志々目医院（内・小） 57-2004
野辺医院（内・胃） 22-0153
いづみ内科医院 22-7111
三州病院（外・胃・内） 22-0230
どいクリニック（外・胃・内）22-1825
丸田病院（産・婦） 23-7060
大岐歯科医院 24-6488

5/20
㈰

畠中小児科医院 52-6000
三嶋内科 24-7171
森山内科・脳神経外科（内） 21-5000
吉見クリニック（外・整・内）58-5633
よしかわクリニック（麻・整・内）23-9384
宮田眼科病院 22-1441
きんじょう歯科医院 38-0120

5/27
㈰

教山内科医院（内・小） 62-1205
瀬ノ口医院（内・消） 25-5155
しげひらクリニック（内） 27-5555
福島外科胃腸科医院（外・胃・整）38-1633
もちお蛯原医院（整・形） 21-5355
いわよし耳鼻咽喉科クリニック（耳鼻）36-5555
やまのくち歯科 57-5588

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、
歯科医師会は☎25-4100）で確認ください

●休日当番薬局
5/13㈰ あい、ひゅうが、フクシマ、わかば、エイト
5/20㈰ ひばり、とまと、グリーン、椎の木、くらはら
5/27㈰ 姫城、みどり、都北町、もちおさくら、いわよし

みやざき医療ナビ

がん検診
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大
古
の
人
々
は
、
ど
の
よ
う
な
家
で
生

活
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
横
市
町
に
あ
る
今い

ま
ぼ
う房
遺
跡
か
ら
、
約

２
千
年
前
に
生
活
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る

多
く
の
竪た

て
あ
な穴

住
居
跡
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

竪
穴
住
居
と
は
、
地
面
に
竪
穴
を
掘
り
、

そ
の
上
に
屋
根
を
架
け
る
半
地
下
式
の
構

造
を
持
つ
当
時
の
一
般
的
な
住
居
で
す
。

　
発
掘
さ
れ
た
竪
穴
住
居
の
う
ち
、
南
九

州
で
し
か
見
ら
れ
な
い
特
徴
的
な
も
の
が

「
花か

弁べ
ん

状じ
ょ
う

住
居
」
で
す
。
こ
の
住
居
は
土

壁
を
掘
り
残
し
て
、
幾
つ
も
の
部
屋
を
造

り
だ
し
て
い
て
、
上
か
ら
見
る
と
、
花
び

ら
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
多
く
の

謎
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
時
の
人
た

ち
も
、
家
族
だ
ん
ら
ん
を
こ
こ
で
過
ご
し

て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

美
術
館

都
城
市
立

vol.1
　
文
和
元
年
（
１
３
５
２
）、
都
城
島

津
家
の
２
代
当
主
義よ

し
ひ
さ久

は
、
日ひ

ゅ
う
が
の
く
に

向
国

南
郷
に
「
都
之
城
」（
現
在
の
都
島
町・

都
城
歴
史
資
料
館
）
を
築
き
、
都
城

盆
地
の
掌
握
に
向
け
て
動
き
出
し
ま

す
。
こ
の
と
き
都
城
島
津
家
は
、
九

き
ゅ
う

州し
ゅ
う

探た
ん

題だ
い

今い
ま

川が
わ

貞さ
だ

世よ

や
近
隣
の
勢
力
と

対
立
し
て
い
ま
し
た
。　

　
今
川
勢
力
と
の
戦
い
は
、
３
代
当

主
久ひ

さ
ひ
で秀
の
と
き
ま
で
続
き
、
応
永
元

年
（
１
３
９
４
）、
貞
世
の
息
子
の
今

川
貞さ

だ
か
ね兼
と
相さ

が

良ら

前さ
き

頼よ
り

と
の
合
戦
で
久

秀
は
重
傷
を
負
い
、
石
に
腰
掛
け
た

ま
ま
亡
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
大
昌
寺
は
久
秀
を
ま
つ
っ
た
寺

で
す
が
、
江
戸
時
代
後
期
に
作
成
さ

れ
た
こ
の
絵
図
の
中
に
は
、
久
秀
が

腰
掛
け
た
石
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

久
秀
の
伝
説
が
江
戸
時
代
に
は
既
に

存
在
し
、
そ
れ
が
現
在
ま
で
語
り
継

が
れ
て
い
る
証
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　山
やまうち

内多
た も ん

門（1878～1932）は、本市出身の日本画家
です。この作品は、農作業の合間の母と子を中心とし
た情景を柔らかな線と色彩で描いたもので、当時も今
も変わらない家族の温もりが伝わってきます。
　この作品は、5月22日㈫～7月1日㈰の収蔵作品展で
展示する予定です。

都
城
島
津

ぼ
ん
ち
く
ん
と

「
大だ

い
し
ょ
う
じ

昌
寺
御ご

び

ょ

う

の

ず

廟
之
図
」

「
ふ
し
ぎ
な
か
た
ち
の
住
居
」

伝
承
館
だ
よ
り

歴
史
探
訪

「
農
村
風
景
」　
明
治
36
年（
１
９
０
３
）ご
ろ
山
内  

多
門
　
作

今房遺跡で見つかった花弁状住居跡
※出土品は、都城歴史資料館で展示中

※都城島津邸で展示中

たちばな天文台

　高崎総合公園内の山の上に建つ「たちばな天文台」。日中
は都城盆地や霧島連山を一望できる大パノラマが、夜は日
本一美しいと称される満天の星空が楽しめます。大型望遠
鏡で眺めるあなたの知らない世界。たちばな天文台に遊び
に来てみませんか。
【イベント情報】
◎春の星空教室（要申し込み）
　５月20日㈰　19：30～
◎クラシックギターコンサート　
　６月９日㈯　19：30～
◎火星大接近観測事前講座
　６月10日㈰　19：30～

施設
紹介

申・問 たちばな天文台（高崎町大牟田）　☎62-4936

たちばな天文台
ホームページ

26広報 都城 平成30年5月号

図
書
館
だ
よ
り

　閉
へい

塞
そく

感の一つは、生活空間の均質
化によるのではないか。そのような
疑問を抱えて訪れたイタリアで出会
った「スローシティ」は、文化的な
ものが息付き、多様性に満ちていた。

　「子どもが主体的に取り組み、大人
と一緒に決める」。子どもの参画の重
要性を説き、理論的な裏付けから具
体的な手法や実例を紹介。普遍的な
示唆に富んだ内容です。

島村菜津（著）光文社（出版）

ロジャー・ハート（著）萌文社（出版）

スローシティ

子どもの参画

一般

一般

　自分とは遠い存在だと思われる「編
集」って、実はとても身近な「魔法」
なのです。

　新図書館がついにオープ
ンしました。広々とした館内
には本にもっと親しんでもら
うための工夫がたくさん。さ
らに、いろいろなスタイルの
閲覧席が用意されています。
「プレススタジオ」や「こど
ものにわ」「ティーンズスタ
ジオ」など、これまでになか
った場所も備わっています。
ぜひ、家族でお越しください。

藤本智士（著）インプレス（出版）

魔法をかける編集一般

都城市立図書館	 ●休館日／６月12日	 ●開館時間／９：00～21：00
高 城 図 書 館	 ●休館日／５月１日・３日・４日・８日・15日・20日・22日・2９日、６月5日・12日	 ●開館時間／９：30～18：00

◎問い合わせ　　都城市立図書館　☎22－0239　　高城図書館　☎58－4224

　オープンした中
心市街地中核施設
M
ま　る　ま　る

allmall について、
今月から各施設やイ
ベントを紹介してい
きます。
	今回は、複合施設の	
位置と問い合わせ先
を紹介します。

中心市街地
中 核 施 設まるまる！

行こうよ！

・みんなで作る「母の日」のヒント	 【日時】5月12日㈯・13日㈰　10:00～16:00	 【場所】まちなか広場
・MIYAKONJOぼんちマルシェプレオープン	 【日時】5月13日㈰　10:00～15:00	 【場所】東中町通り
・Mallmallマルシェ（毎月第3日曜日開催）	 【日時】5月20日㈰　10:00～16:00	 【場所】まちなか広場

まちなかイベント

施設名
営業時間
休館日
問い合わせ

国
道
10
号

鹿児島銀行

ワンパーク

国道222号

中核施設附帯駐車場【3階】
子育て世代活動
支援センター
「ぷれぴか」
【2階】
・都城市保健センター
・まちなか交流センター
【1階】
・まちなか交流センター
・中央バス待合所

まちなか広場

ウエルネス
パーキング

ウエルネス
交流プラザ

C-PLAZA
・市立図書館
・未来創造ステーション

北

都城市保健センター
8：30〜17：15　（木曜日のみ19：00まで）
土曜日、日曜日（第２日曜日を除く）、祝日、年末年始
☎36-5661

子育て世代活動支援センター「ぷれぴか」
9：00〜17：00
毎週木曜日、第３金曜日、年末年始
☎36-5858

中核施設附帯駐車場
8：00〜22：30　年中無休
☎21-6121（まちなか交流センター）

未来創造ステーション
9：00〜22：00　年中無休
☎36-5720

まちなか交流センター
9：00〜22：00　年中無休
☎21-6121

家族みんなで新図書館へ
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。

　
横
市
町
に
あ
る
今い

ま
ぼ
う房
遺
跡
か
ら
、
約

２
千
年
前
に
生
活
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る

多
く
の
竪た

て
あ
な穴

住
居
跡
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

竪
穴
住
居
と
は
、
地
面
に
竪
穴
を
掘
り
、

そ
の
上
に
屋
根
を
架
け
る
半
地
下
式
の
構

造
を
持
つ
当
時
の
一
般
的
な
住
居
で
す
。

　
発
掘
さ
れ
た
竪
穴
住
居
の
う
ち
、
南
九

州
で
し
か
見
ら
れ
な
い
特
徴
的
な
も
の
が

「
花か

弁べ
ん

状じ
ょ
う

住
居
」
で
す
。
こ
の
住
居
は
土

壁
を
掘
り
残
し
て
、
幾
つ
も
の
部
屋
を
造

り
だ
し
て
い
て
、
上
か
ら
見
る
と
、
花
び

ら
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
多
く
の

謎
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
時
の
人
た

ち
も
、
家
族
だ
ん
ら
ん
を
こ
こ
で
過
ご
し

て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

美
術
館

都
城
市
立

vol.1

　
文
和
元
年
（
１
３
５
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わ
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だ
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や
近
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の
勢
力
と
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て
い
ま
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た
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今
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力
と
の
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代
当
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の
と
き
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３
９
４
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で
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を
負
い
、
石
に
腰
掛
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ま
ま
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っ
た
と
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わ
れ
て
い
ま

す
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大
昌
寺
は
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秀
を
ま
つ
っ
た
寺
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が
、
江
戸
時
代
後
期
に
作
成
さ

れ
た
こ
の
絵
図
の
中
に
は
、
久
秀
が

腰
掛
け
た
石
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

久
秀
の
伝
説
が
江
戸
時
代
に
は
既
に

存
在
し
、
そ
れ
が
現
在
ま
で
語
り
継

が
れ
て
い
る
証
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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た も ん

門（1878～1932）は、本市出身の日本画家
です。この作品は、農作業の合間の母と子を中心とし
た情景を柔らかな線と色彩で描いたもので、当時も今
も変わらない家族の温もりが伝わってきます。
　この作品は、5月22日㈫～7月1日㈰の収蔵作品展で
展示する予定です。
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島
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ょ

う
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ず

廟
之
図
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「
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し
ぎ
な
か
た
ち
の
住
居
」

伝
承
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だ
よ
り
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史
探
訪

「
農
村
風
景
」　
明
治
36
年（
１
９
０
３
）ご
ろ
山
内  

多
門
　
作

今房遺跡で見つかった花弁状住居跡
※出土品は、都城歴史資料館で展示中

※都城島津邸で展示中

たちばな天文台

　高崎総合公園内の山の上に建つ「たちばな天文台」。日中
は都城盆地や霧島連山を一望できる大パノラマが、夜は日
本一美しいと称される満天の星空が楽しめます。大型望遠
鏡で眺めるあなたの知らない世界。たちばな天文台に遊び
に来てみませんか。
【イベント情報】
◎春の星空教室（要申し込み）
　５月20日㈰　19：30～
◎クラシックギターコンサート　
　６月９日㈯　19：30～
◎火星大接近観測事前講座
　６月10日㈰　19：30～

施設
紹介

申・問 たちばな天文台（高崎町大牟田）　☎62-4936

たちばな天文台
ホームページ
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⦿ 今後、取り扱ってほしい記事

⦿ 今月号を読んでのわたしの一言

⦿ 今月号で特に興味を持ったページのタイトル

⦿ あなたの年代（○をつけてください）

10代以下  ・  20〜30代  ・  40~50代  ・  60代以上

ご協力ありがとうございました。

※応募者の個人情報は、当選者発表と商品発送以外には
　利用しません

◎問い合わせ　国際化推進室　☎23-2295

練習を重ねつかんだ栄冠
　３月24日に開催された「第31回都城弓まつ
り全国弓道大会」中学男子団体の部に106チームが参加し、
祝吉中学校弓道部の吉丸航平さん、常盤海斗さん、山田
航大さん（ともに現在３年）のチームが、栄えある１位
に輝きました。「優勝できて、家族もとても喜んでくれた」
と目を細めます。
　「正しい弓道の型や作法を
身に付けることで、正しく的
を射ることができる」と話す
部長の吉丸さん。７月に開催
される宮崎県中学校体育大会
で優勝し、８月に開催される
全国大会で上位入賞を目指し
たいと意気込んでいました。

（写真左から、吉丸さん、常盤さん、山田さん）

わ
け
も
ん
通
信
vol.1

　3月号に寄せられたお便り
　このコーナーでは、「わたしの一言」
の中から一部を紹介します。また、
皆さんから寄せられた意見を、今後
の広報紙に生かしていきます。

● 3月号の答え　①婚活　②西郷　③狂犬病

市議会議員選挙での29人の顔ぶれが決まりましたね。
市民のために一生懸命頑張っていただき、住みやすい
都城にしてほしいです。　　　　　（乙房町　S・Tさん）

人口減少対策の婚活支援は、大いに有効だと思います。
子どもが増えれば、20年後の明るい展望が開けます。
多くの問題が解消し、力強い豊かな故郷が見えてくる
気がします。　　　　　　　　（安久町　ボルボ13さん）

厚澤アンネグレーテさんの都城での活動に感心しました。
異国の地で市民以上に活動されているので、もう少し
自分も勉強しなくてはと恥ずかしい気持ちになりまし
た。　　　　　　　　　　　　　（上長飯町　T・Hさん）

中国の国際交流員「許
きょきん

錦」さんは、私たちの学校にも
来てくれました。１年で帰ってしまうのかと、残念で
すが、また都城に来てくださいね。　（乙房町　Y・Iさん）

vol.7
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　新しい分野でチャレンジするため、東京へ引っ越しま
す。都城に来たとき、大学を卒業したばかりの私は、仕
事や人生の面でも、分からないことが山ほどありました。
都城のおかげで、たくさんのことを学び、大きく成長で
きました。感謝の気持ちを心の底から皆さんに伝えたい
です。親切なたくさんの市民にも恵まれた都城での日々
「オイはマッコチ、ラッキーやった！」
　都城を一生忘れません。ここで築いた貴重な絆を大切
にして、東京で一生懸命頑張ります。
　ありがとう、さよなら都城。サンキュー・アンド・グッ
バイ、ミヤコノジョウ。お世話になりました。

グッバイ、都城

豚薄切り肉（しゃぶしゃぶ用）…… 200g
レタス（好みの野菜）…………… 140g
トマト（好みの野菜）… …………… １個
キュウリ（好みの野菜）… ……… 1/2 本
　茶葉（煎茶や番茶）……………… 大２
　湯…………………………… ５カップ
　茶葉（または緑茶粉茶）………… 小２
　薄口しょうゆ……………………… 大１
　本みりん…………………………… 大１
　穀物酢…………………………… 大３
　だし汁（かつお）………………… 大３
　塩……………………………… 小 1/3
　こしょう…………………………… 少々

※１人分／ 165kcal、塩分 1.27g

①

②

③

④

【下準備】
野菜類は、好みの大きさに切り、水気を
しっかり切る。

鍋にＡの湯で茶葉を煮出す。（茶漉
こ

し
やパックなどを使い、茶葉が鍋の中に
出ないようにする）
①の煮出した茶を火にかけ、豚肉を１
枚ずつ茶にくぐらせ加熱する。加熱し
た豚肉をザルに移し、水気を切る。
Ｂの茶葉をすり鉢で細かくする（粉茶
の場合は、すらずに使う）。残りの調
味料を混ぜ合わせ、お茶ドレッシング
を作る。
野菜を器に盛り、②の豚肉を野菜の上
に乗せ、③のドレッシングをかける。

材料（4人分） 作り方

Ａ

Ｂ

「風味豊かな茶葉」と「酢」で、減塩レシピ！
◀食生活改善推進員（妻ケ丘地区会長）　松尾  伊津子  さん

　県内１位の茶の生産量を誇る都城。５月は新茶の時期ですね。香
りが高く旨味あふれるこの時期に、茶葉を食べてみませんか。
　風味豊かな茶葉や酢など、食塩を含まない調味料を使うと、減塩
にもつながりますよ。また、少ない調味料で味をしっかり感じるた
めに、野菜などの水気をしっかり切ることもポイントです。
●減塩の講習会を各地区で開催しています。健康課や食生活改善推進員まで問い合わせください

盆
地
生
ま
れ
の

元
気
レ
シ
ピ
！

◎問い合わせ　健康課　☎23-2765

②

③

お茶ドレッシングの豚しゃぶサラダ
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詳しくは、市ホームページで確認するか、
各団体に問い合わせください。

NPOのイベント情報

NPO通信
市内で
がんばる
団体を紹介

　結婚したい男女が気軽に集える出会いの場を作っ
ています。また、会員制のおしゃべり会や食事会など
を企画し、真剣に結婚を考える人のお手伝いをしてい
ます。小さな悩みから相談に応じますので、気軽に利
用ください。

婚活支援良縁どっと混む

「結婚したい」あなたの気持ちをサポート！

◎問い合わせ　☎070-5530-7964

日　時 イベント名 場　所 問い合わせ

毎週
水・金曜日
10時〜15時

オレンジ
カフェ

オレンジカフェ
みやこんじょ
（都北町5531）

オレンジカフェ
みやこんじょ（前田）
☎38-8033

5/9㈬・23㈬、
6/13㈬
11時〜15時

もみじ
サロン

ビ助っ人
（志比田町3362-2）

ビ助っ人（新宮）
☎57-7744

5/11㈮、
6/8㈮
10時〜

ベビーマッサ
ージ、産後の
骨盤調整

スタジオMIKI
（郡元町2700）

シャクティー（福元）
☎090-2519-6282

5/13㈰
7時〜 青空ヨガ 神柱公園 シャクティー（福元）

☎090-2519-6282

5/16㈬
14時〜

べビー
マッサージ 宮丸こども園 シャクティー（福元）

☎090-2519-6282

6/6㈬
11時〜

親子
エクササイズ スタジオMIKI シャクティー（福元）

☎090-2519-6282

5/12㈯・15㈫・
19㈯・26㈯・
29㈫
19時〜22時

婚活
おしゃべり会

エンクエントロ
（中町13街区10-2　
オーバルパティオ内）

婚活支援良縁
どっと混む（黒木）
☎070-5530-7964

5/22㈫
19時〜

婚活支援
焼肉会 エンクエントロ

婚活支援良縁
どっと混む（黒木）
☎070-5530-7964

5/18㈮・19㈯
10時〜13時

田舎暮らしを
楽しむ講座
（あくまきづくり）

がまこう庵内
「風」
（吉之元町5186）

手仕事舎そうあい
（蒲生）
☎37-0002

編集後記

ラジオ番組の案内
■MRTラジオ（AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、15：54 ～15：59（再）

テレビ番組の案内
■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）

「みやこんじょジャーナル」　※毎回10分間放送
① 6：50 ～　②11：50 ～　③17：50 ～
④20：50 ～　⑤22：50 ～

市の提供番組紹介

　新年度がスタートして一月。就職や進学、転勤や異
動など心機一転、新たな生活が始まった人も多いので
はないでしょうか。広報都城を担当するメンバーも１
人が入れ替わり、新体制でスタートしています。そして、
広報都城と暮らしの情報も５月がリニューアル時期。
中心市街地中核施設「M

ま る

allm
ま る

all」コーナーの新設や料
理コーナーの充実に加え、見やすい文字の採用など、
さまざまな工夫も満載しました。より充実した広報紙
をお届けしますので、情報収集にお役立てください。（久）

都城市現住人口

スマートフォンか
らも市政情報を
確認できます

平成30年4月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 70,285世帯 （－146） （343）
人口総数 161,685人（－1,018）（－922）
男　　性 75,954人（－577）（－441）
女　　性 85,731人（－441）（－481）
※平成27年国勢調査速報値に基づく推計人口です

飲酒運転は重罪です！
【春から夏にかけて飲酒運転検挙者数が急増！】
　平成29年の都城警察署管内の飲酒運転の
検挙件数は52件。月別にみると、７月（10件）、
５月（７件）が多くなっています。
【飲酒運転根絶の啓発看板の設置】
　３月下旬、一部のスーパーや牟田町地区周
辺の駐車場に設置し、飲酒運転根絶を啓発し
ています。飲酒運
転は重大な犯罪
行為であること
を改めて認識し、
市民一人一人が
「飲酒運転をしな
い・させない」と
いう強い意思を
持ちましょう。

安全・安心情報
◎問い合わせ　総務課　☎23-7183

商品提供事業者
JA都城マンゴー生産部会　☎38-6691（都北町5710-1）

［JA都城  完熟マンゴー　　　　 3組］

　JA都城マンゴー生産部会員が栽培した完熟マンゴ
ー。とても甘く、水々しさいっぱいです。Aコープや直売
所ATOMで購入できますので、ぜひ、ご賞味ください。

はがきに住所、氏名、電話番号と、５月号を読んだ感想など
を書いて〒88５-8５５５まで。
応募者の中から抽選でプレゼントを差し上げます。
　※読者プレゼントの寄付事業者を募集しています。詳細は、
　　秘書広報課まで問い合わせください
◎応募締め切り 5月31日㈭　当日消印有効
◎当 選 者 発 表 本紙７月号
◎３月号当選者 徳留幸生さん（安久町） 他２人
◎３月号応募総数 86通

プレゼントの応募方法

今月の読者プレゼント POST  CARD

8 8 5 8 5 5 5

都城市役所 秘書広報課 行
（広報 都城  Vol.149  2018年５月号）
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崎
の
食
材
を
紹
介
す
る
機
会

が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
メ
イ
ン
食

材
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
前
か
ら
、
映
画
を
通
し
て

都
城
を
紹
介
し
た
い
と
池
田
市

長
に
も
伝
え
て
い
た
の
で
、
今

回
、
有
言
実
行
で
き
て
う
れ
し

い
で
す
。

　
私
は
、
出
会
う
全
て
の
人
に

「D
ream

s com
e true

（
夢

は
実
現
す
る
も
の
）
で
行
動
す

る
こ
と
が
大
切
」
と
伝
え
て
い

ま
す
。
世
界
へ
の
情
報
発
信
が

一
番
適
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
、

も
っ
と
も
っ
と
都
城
と
世
界
を

つ
な
い
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

も
っ
と
！
　
も
っ
と
！

「
都
城
」
を
世
界
へ
Ｐ
Ｒ

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

62円切手を
お貼りください

フ リ ガ ナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－

都城市生まれ、ロサンゼルス在住。
テレビ局アナウンサーを経て渡米後、京都
の花街をテーマにした「はんなり」で監督
デビュー。２作目「折鶴」は、広島国際映
画祭でワールドプレミア上映。両作品とも
国連本部や全米各地で上映されるなど、国
際的に活躍する曽原三友紀さん。
３月29日、みやこんじょ大使を委嘱。

アカデミー賞授賞式に先立ち、宮崎牛
や霧島をPRする曽原さん

都城市を盛り上げてくれる、 PR連携店やみやこんじょ大使を紹介！

みやこんじょ盛り上げ隊！
◎問い合わせ　みやこんじょ PR 課　☎23-2615
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詳しくは、市ホームページで確認するか、
各団体に問い合わせください。

NPOのイベント情報

NPO通信
市内で
がんばる
団体を紹介

　結婚したい男女が気軽に集える出会いの場を作っ
ています。また、会員制のおしゃべり会や食事会など
を企画し、真剣に結婚を考える人のお手伝いをしてい
ます。小さな悩みから相談に応じますので、気軽に利
用ください。

婚活支援良縁どっと混む

「結婚したい」あなたの気持ちをサポート！

◎問い合わせ　☎070-5530-7964

日　時 イベント名 場　所 問い合わせ

毎週
水・金曜日
10時〜15時

オレンジ
カフェ

オレンジカフェ
みやこんじょ
（都北町5531）

オレンジカフェ
みやこんじょ（前田）
☎38-8033

5/9㈬・23㈬、
6/13㈬
11時〜15時

もみじ
サロン

ビ助っ人
（志比田町3362-2）

ビ助っ人（新宮）
☎57-7744

5/11㈮、
6/8㈮
10時〜

ベビーマッサ
ージ、産後の
骨盤調整

スタジオMIKI
（郡元町2700）

シャクティー（福元）
☎090-2519-6282

5/13㈰
7時〜 青空ヨガ 神柱公園 シャクティー（福元）

☎090-2519-6282

5/16㈬
14時〜

べビー
マッサージ 宮丸こども園 シャクティー（福元）

☎090-2519-6282

6/6㈬
11時〜

親子
エクササイズ スタジオMIKI シャクティー（福元）

☎090-2519-6282

5/12㈯・15㈫・
19㈯・26㈯・
29㈫
19時〜22時

婚活
おしゃべり会

エンクエントロ
（中町13街区10-2　
オーバルパティオ内）

婚活支援良縁
どっと混む（黒木）
☎070-5530-7964

5/22㈫
19時〜

婚活支援
焼肉会 エンクエントロ

婚活支援良縁
どっと混む（黒木）
☎070-5530-7964

5/18㈮・19㈯
10時〜13時

田舎暮らしを
楽しむ講座
（あくまきづくり）

がまこう庵内
「風」
（吉之元町5186）

手仕事舎そうあい
（蒲生）
☎37-0002

編集後記

ラジオ番組の案内
■MRTラジオ（AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、15：54 ～15：59（再）

テレビ番組の案内
■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）

「みやこんじょジャーナル」　※毎回10分間放送
① 6：50 ～　②11：50 ～　③17：50 ～
④20：50 ～　⑤22：50 ～

市の提供番組紹介

　新年度がスタートして一月。就職や進学、転勤や異
動など心機一転、新たな生活が始まった人も多いので
はないでしょうか。広報都城を担当するメンバーも１
人が入れ替わり、新体制でスタートしています。そして、
広報都城と暮らしの情報も５月がリニューアル時期。
中心市街地中核施設「M

ま る

allm
ま る

all」コーナーの新設や料
理コーナーの充実に加え、見やすい文字の採用など、
さまざまな工夫も満載しました。より充実した広報紙
をお届けしますので、情報収集にお役立てください。（久）

都城市現住人口

スマートフォンか
らも市政情報を
確認できます

平成30年4月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 70,285世帯 （－146） （343）
人口総数 161,685人（－1,018）（－922）
男　　性 75,954人（－577）（－441）
女　　性 85,731人（－441）（－481）
※平成27年国勢調査速報値に基づく推計人口です

飲酒運転は重罪です！
【春から夏にかけて飲酒運転検挙者数が急増！】
　平成29年の都城警察署管内の飲酒運転の
検挙件数は52件。月別にみると、７月（10件）、
５月（７件）が多くなっています。
【飲酒運転根絶の啓発看板の設置】
　３月下旬、一部のスーパーや牟田町地区周
辺の駐車場に設置し、飲酒運転根絶を啓発し
ています。飲酒運
転は重大な犯罪
行為であること
を改めて認識し、
市民一人一人が
「飲酒運転をしな
い・させない」と
いう強い意思を
持ちましょう。

安全・安心情報
◎問い合わせ　総務課　☎23-7183
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